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❍実施概要                              

 

事 業 所 名：   社会福祉法人 檸檬会 レイモンド西橋本保育園 

報告作成日：     2021 年  3 月 12 日  （評価に要した期間 5 カ月間） 

評 価 機 関：   一般社団法人 日本保育者未来通信 

 

【評価方法】 

1．事業者自己評価  【実施期間：2020 年 10 月下旬～12 月上旬】 

・評価機関の担当者より、施設長及び担当者へ第三者評価の主旨及び実施方法を説明。その後、保育所版自

己評価シート【共通評価基準】及び【内容評価基準】については、施設長及び職員で協議し作成した。 

 

2．利用者家族アンケート  【実施期間：2020 年 12 月 4 日～12 月 18 日】 

・配布：全園児の保護者（36 家族）に対して、園から配布。 

・回収：保護者が評価機関所定の回収 BOX に投函し回収。 

 

 

3．訪問実地調査  【実施日：2021 年 2 月 15 日】  

■2021 年 2 月 15 日 

①午前：・事業者面接調査【共通評価基準】（施設長） 

    ・各クラスの保育観察（全クラス） 

    ・書類調査  

②午後：・事業者面接調査【内容評価基準】（施設長） 

    ・書類調査 

    ・各クラスの保育観察（全クラス） 

 

 

4．利用者本人調査    【実施日：2021 年 2 月 15 日】  

・全日、各クラスの保育観察を中心に、遊び、食事、排泄、午睡などを観察。 

・乳児については観察調査、幼児については観察と遊びの時間の際に、会話の中で適宜聞き取り調査を実施。 
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❍評価結果についての講評                         

（高く評価できる点、独自性のある点、今後期待される点、工夫改善点などについて総括） 

 

【施設の概要】 

 社会福祉法人檸檬会が運営するレイモンド西橋本保育園は、JR京王線橋本駅より徒歩 12分の場所にあり、

周辺はマンション等の住宅街に囲まれ、園は鉄筋コンクリート造 3 階建てで、1 階部分及び 3 階部分に園庭

があります。園の定員は、80 名（0~5 歳児）、開園時間は、平日及び土曜日の 7 時～19 時となっています。 

 玄関は、送り迎えの際に保護者同士が数人重なっても十分に対応できる広さとなっており、区からの情報

や地域の情報などの資料が置かれています。また、ドキュメンテーションと呼ばれる、子どもたちの活動の

様子を写真と文章で示した記録が掲示されています。各保育室は、生活と遊びの場が分かれており、一人ひ

とりの子どもたちが、自分のペースでゆったりと食事ができるスペースや、じっくりと遊び込める環境が整

えられています。また、遊びごとのコーナーが設置され、子どもたちの興味や発達に合わせた手作り玩具や

知育玩具等が十分に揃っています。1 階の園庭は、人工芝が敷かれ安全面に配慮されるとともに、乳児の子

どもたちがさまざまな身体の動きを楽しめるよう、乳児用の丸太吊り橋が設置されています。3 階の園庭に

は、木製の斜面をロープを使って登るアスレチック遊具や雲梯、また三輪車、竹馬、縄跳びなど幼児の子ど

もたちが十分に身体を動かして遊ぶことができる環境が設定されています。 

園舎内は、白い壁と明るい木目が基調の造りになっており、明るく廊下も広々としています。壁には、絵

画が飾られるとともに、イギリスやスペイン、タイなどの海外の本格的な人形がさりげなくインテリアにな

じむように飾られており、飾り棚の小物もどことなく北欧風の優しい雰囲気を感じます。保育室には、今年

の干支である本物の牛の写真が飾ってあるなど、本物を見せたいという園の方針が伝わってきます。 

１階廊下には、子どもたちが園で遊ぶ様子の写真がＡ４サイズに大きく引き伸ばし掲示されています。そ

して２階廊下には、この冬に子どもたちが自分で集めた落ち葉や小さい木の枝など自然の素材を大きな紙に

貼り、冬という季節を表現したものが掲示されています。また１階と２階の廊下にさりげなく観葉植物が置

かれ、園舎内が和みの空間となるよう配慮されています。 
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1．高く評価できる点 

○一人ひとりの子どもたちが十分に遊び込めるよう、人的、物的、空間的環境を整えています 

 各クラスの保育室は、子どもの興味や発達に合わせた手作り玩具や知育玩具等が豊富に揃えられていると

ともに、一人ひとりの子どもたちが十分に遊び込めるよう、遊びの種類ごとにコーナーを設置しています。

また、絨毯や置き畳なども常設され、ゆったりと休むことができる環境にも配慮しています。保育者は子ど

もたちが遊び込んでいる際は傍で見守るなどの“見守る保育”を実践するなど、保育者の人的な環境にも十分

配慮しています。また、1 階と 3 階の園庭には、乳児用の丸太吊り橋や幼児用のロープを使った木製のアス

レチック遊具、雲梯などが設置され、戸外でも子どもたちが十分に遊び込める環境づくりを行っています。

これらの環境づくりについては、固定的なものではなく、定期的に見直しがなされ、子どもの興味や関心に

沿って、環境設定を変える取り組みを行っています。これらの、保育者等の人的環境、玩具等の物的環境、

さらにコーナー作り等の空間的環境を整え、一人ひとりの子どもたちが十分に遊び込めるよう取り組んでい

ます。 

 

 

 

 

〇さまざまな自己評価を行い、保育の質を高めるとともに、実践内容を保護者等と共有しています 

 園では、各職員が年に 2 回実施される園長面談と個人別目標カード等を通して、目標の達成度について自

己評価を行っています。また年に 1 回、保育所保育指針に沿った項目に対して、自身の保育実践を振り返り、

自己評価を行っています。また、園全体の自己評価として、園長、主任及び各クラスの担任が参加し、保育

環境評価スケールに取り組んでいます。評価スケールでは、空間と家具、養護、言葉と文字、活動、相互関

係、保育の構造の項目ごとの詳細な内容について自己評価を行っています。自己評価の結果にもとづいて、

玩具の配置や種類等についても、固定的な環境ではなく、子どもの成長に合わせて配置の工夫や玩具の入れ

替えを行うなどの取り組みにつなげています。これらの取り組みは、SNS を使用し、保護者等にも伝えてい

ます。 
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2．独自に取り組んでいる点 

〇日ごろから「つながる遊び」に取り組み、職員や保護者等と子どもの育ちを共有しています 

園では、「つながる遊び」をテーマに、日々の保育実践に取り組んでいます。「つながる遊び」は、日ごろ

から 1 日の遊びを、その日限りにするのではなく、次の活動につなげたり、作った作品などを残せるように

し、次の日にまた、続きから活動できるようにするなどの取り組みが行われています。一例として、「色」を

テーマに、「つながる遊び」に取り組みました。まず部屋の中にある色探しから始め、戸外に出て自然物の色

などにも注目しました。その後、戸外で見つけた落ち葉や小さい木の枝などの色を、冬を表現する色として、

大きな紙に貼り、冬という季節の表現につなげました。これらの、「つながる遊び」の取り組みは、法人全体

で行われ、職員は定期的に研修を受講しています。各園の取り組みは Work place と呼ばれる電子媒体のシス

テムを使用して法人職員が共有できる体制になっています。また、園では、これらの実践をドキュメンテー

ションと呼ばれる、子どもたちの活動の様子を写真と文章で示した記録で掲示し、保護者等と共有していま

す。 

 

 

 

 

3．工夫・改善が望まれる点 

〇園の理念、方針に沿った具体的な園独自の中長期計画の策定が望まれます 

単年度計画では「保育面」「人材面」「運営面」「財務面」の項目ごとに目標及び重点取り組み内容が記載さ

れています。取り組み内容に対しては、中間報告を記載するとともに、年度末に結果を含め振り返りを行う

など、実施状況の評価を行える内容になっています。一方で、中・長期計画については、法人本部が当園を

含めた法人全体の計画を作成しています。計画には、理念や基本方針の実現に向けた保育指針や施設の課題

等が挙げられ、目標を明確に定めています。今後は、園の課題として取り上げられている、在園児数の増加

等に関する具体的な取り組みを明確にし、数値目標や具体的な成果等を設定し、実施状況の評価を行える内

容を踏まえた、園独自の中・長期計画の策定が望まれます。 
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❍利用者本人調査                           

【実施概要】 

【実施日：2021 年 2 月 15 日】  

・各クラスの保育観察を中心に、遊び、食事、排泄、午睡などを観察。 

・乳児については主に観察調査、幼児については観察と遊びの時間などに適宜聞き取り調査を実施。 

 

□0 歳児クラス 

 保育室は生活の場と遊びの場を分けることにより、一人ひとりの子どもたちが、個々のペースでゆっ

たりと食事をしたり、安全な環境で十分に遊ぶことができるようになっており環境設定に配慮されてい

ます。部屋には大きな掃き出し窓があり、そこからたっぷりと外の光が入ります。また、室内からテラ

スに出ることができ、テラスからは 1 階の園庭に直接出ることが可能です。 

 室内では、ジョイントマットを使用し、遊びの種類ごとに分かれたスペースで、一人ひとりの子ども

たちが好きな遊びをゆったりと楽しんでいました。フェルト生地で作られた手作り玩具等も十分に揃っ

ており、子どもたちは自由に手に取って遊びます。また、クッション性のある緩い傾斜のついた遊具が

置かれ、すべり台のように滑ったり、バランスを取りながら歩くなどの身体を使った遊びも楽しめる環

境になっています。保育者は、一人ひとりの子どもたちが、自分の興味のあることに夢中になっている

姿を傍で優しく見守るとともに、自由に室内を探索できるよう、安全面にも配慮した環境づくりを行っ

ていました。 

時折、子どもたちは保育者にもたれかかったり、膝の上に座って、本を読んでもらうなどスキンシッ

プを取りながらゆったりとした時間を過ごしていました。 

 

 

□1 歳児クラス 

室内は遊びの種類ごとにコーナーで分かれ、ままごとコーナーや手先を使った遊びを楽しむコーナー

など、子どもたち一人ひとりの興味や発達に合わせた環境づくりが行われていました。また、ゴザや絨

毯、置き畳などがあり、家庭的でくつろげるスペースにも配慮されています。さらに、家庭的な照明と

天蓋なども設置され、園で1日を過ごす子どもたちにとって、落ち着いて過ごせる環境となっています。

室内から直接園庭に出ることが可能であり、人工芝が敷かれた園庭で十分に身体を動かしたり、乳児用

に設置された丸太吊り橋でバランスを取る動きを楽しんだりできるよう配慮されていました。 

 室内では、買い物ごっこなど、一人ひとりが好きな遊びを楽しんでいました。買い物ごっこでは、紙

で作った小さなかばんを腕にかけ、部屋の中をあちこちと歩き回り、自分の買ったものをみんなに見せ

ています。保育者が「何を買ったの？見せてー」と声をかけると、子どもは嬉しそうにカバンの中身を

見せていました。また、木製のキッチン台を使って、蛇口から水を出す真似をして手を洗ったり、コン
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ロのダイヤルを回して料理を作るなど、子どもたちは自分のイメージを再現した遊びを楽しんでいまし

た。料理が出来上がると、保育者に「食べて」と持っていきました。海苔巻きや、パン、おにぎりなど

が次々とトレイに載せられ運ばれていきます。その料理を「いただきます」と言って保育者が美味しそ

うに食べる真似をすると、子どもたちの満足そうな表情が見られました。 

 

□2 歳児クラス 

観察時は粘土遊びを楽しんでいました。子どもたちは、ビニールシートが広げられたテーブルの上で

粘土を伸ばし、ハートや花の型抜きを楽しんでいます。型抜きされた粘土は、クッキーに見立ててトレ

イの上に綺麗に載せています。 

一人の子どもが手の平で粘土を細長く伸ばし、伸ばした粘土をつなげて蛇のようなものを作りました。

隣に座っていた子どもが、長くつなげられた蛇のような粘土を見ていると、蛇をつくった子どもは隣の

子どもに渡していました。保育者はその様子を見て、貰った子どもの嬉しい気持ちに共感しながら、「あ

りがとう」と言うことを伝えています。貰った子どもが、保育者の言葉を真似て「ありがとう」とお礼

を言うと、渡した子どもが「どういたしまして」とにこっと笑って応えていました。「ありがとう」と

言ってもらえた子どもは、嬉しかった様子で、急いで新しい蛇を作り、今度は保育者に「ほら先生、作

ったよ」と言って手渡します。貰った保育者は「ありがとう」と受け取ります。それを聞いていた、周

りの子どもたちが、保育者の真似をして「ありがとう」と続けます。保育者が、子どもたちに向かって

「ありがとう、上手ねー」と伝えると、「上手ー」と保育者の言葉を真似しながら子どもたちが笑顔に

なりました。保育者は子どもたちと楽しくやり取りをしながら、一人ひとりの粘土遊びの様子を見て、

「ハートの形になったねー」などの声を掛け、子どもたちが活動を十分に楽しめるよう配慮していまし

た。 

 

 

□3 歳児クラス □4 歳児クラス 

観察時は、3，4 歳児が合同でマットなどを使用し思いきり身体を動かして遊んでいました。十分に身

体を動かした後は、遊びの種類ごとに分かれたコーナーで、思い思いの遊びを楽しんでいました。 

ブロックを組み立てたり、両手でやっと持てる大きさの球体の玉転がしに夢中になっている子どももい

ます。また、室内には大きな箱があり、その中には紙の箱や牛乳パック、食品のプラスチックパックな

どの廃材がたくさん入っていて、子どもたちは自由に必要な材料を取り出し、いつでも制作を楽しめる

環境になっています。 

子どもたちが保育者と一緒に折り紙を楽しんでいます。子どもたちは「先生、先生」と口々に保育者

に呼びかけて、自分が作りたいものをリクエストして折り方を教わっています。保育者は、少し難しい

作品のリクエストにも応え、子どもたちと一緒に考えながら作っていました。そして、保育者と一緒に

少し難しい作品を作り終えた子どもは「説明書なしで作ったからねー」と、とても満足した様子でした。 

室内の窓際には、２～３畳くらいの畳が敷いてあり、その周りには木製のキッチン台や、木製の大き
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な冷蔵庫が設置され、子どもたちのイメージに合わせてままごと遊びが十分に出来る環境が整えられて

います。そこでは、ビーズなどを食材に見立て、お鍋の中に入れて器用に箸を使い料理を作っては、み

んなで食べるなどの遊びを楽しむ姿が見られました。 

遊びの時間が終わり、給食の時間になりました。給食では、一人ひとりの生活リズムやペースに配慮

し、全員で一斉に揃って食べるのではなく、順番に、ワゴンから給食をテーブルに配膳し、「いただき

ます」の挨拶をして食事を摂っていました。 

 

□5 歳児クラス 

観察時は、発表会の劇の練習をしていました。また、劇の中で使う大道具を子どもたちが製作してい

ました。大道具の一つに、お菓子の家の製作がありました。はじめに、色とりどりの小さなキャンディ

をたくさん作り、大きなお菓子の家に貼り付けていきます。マカロンも作り、全体にバランスよく貼り

付けてお菓子の家を完成させていきます。また、黄色や青のビニールテープを使って小道具作りも行っ

ていました。子どもたちは保育者と一緒にビニールテープを丁度良い長さにハサミで切っていきます。

ビニールテープは、表面がつるつるしているため、子どもたちはなかなか上手く切ることができません。

その様子を見た保育者は、子どもたちの目の前で、切り方の手本を見せたり、子どもたちの背中へ回り、

子どもの手と一緒にはさみを持って切り方のコツを伝えていました。コツを掴んだ子どもたちは、次々

にビニールテープを切っていました。たくさんのビニールテープを切り終えると、保育者は、「それを

使ってほうきを作るためにはどうすればいいか」を伝えていました。子どもたちは、保育者と一緒に考

えながら、劇で使うほうき作りに取り組んでいました。 

 室内には、海外製の知育玩具やビー玉を転がすルートを作り、上手に転がす遊びなどのプログラミン

グの要素を取り入れた玩具なども置かれ、子どもたちがいつでも自由に取り出して遊べる環境が整えら

れています。 

子どもたちはブロックを使って２階建ての船を作ったり、飛行機を作ったりするなど、思い思いのイ

メージに合わせて作品を作るなど、一人ひとりが自分の興味に合わせて、遊ぶ姿が見られました。 
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共通評価基準（45 項目）Ⅰ 福祉サービスの基本方針と組織 

1 理念・基本方針 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 理念、基本方針が確立・周知

されている 

1 理念、基本方針が明文化され周知

が図られている。 

□理念、基本方針が法人、保育所内の文書や広

報媒体（パンフレット、ホームページ等）に記

載されている。 

□理念は、法人、保育所が実施する保育の内容

や特性を踏まえた法人、保育所の使命や目指す

方向、考え方を読み取ることができる。 

□基本方針は、法人の理念との整合性が確保さ

れているとともに、職員の行動規範となるよう

具体的な内容となっている。 

□理念や基本方針は、会議や研修会での説明、

会議での協議等をもって、職員への周知が図ら

れている。 

□理念や基本方針は、わかりやすく説明した資

料を作成するなどの工夫がなされ、保護者等へ

の周知が図られている。 

□理念や基本方針の周知状況を確認し、継続的

な取組を行っている。 

□理念や基本方針を保護者会等で資料をもと

に説明している。（保育所） 

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

A 

・園の理念や方針は、パンフレットやホームページに

記載されるとともに、法人のバイブルである「れもん

のこころ」や、法人の保育内容が記載された

「TACTICS」に記載されています。 

・保育理念は、全ての子どもに対し、短期的な結果を

求めるのではなく、生涯消える事の無い“生きる力”「3

つの心」を育てることが謳われ、「人・命を愛する心」

「自然と共に生きる心」「想像（創造）する心」を掲

げています。 

・理念や基本方針は、新人研修や TACTICS と呼ばれ

る、法人の保育内容に関する研修、また中途採用者を

対象としたメンバーシップ研修等、本部主催の各種研

修にて、周知が図られています。また、日々の職員会

議においても、具体的な保育内容と共に職員への周知

を図っています。 

・保護者に対しては、パンフレットや重要事項説明書

等を通して、入園時の個別面接や入園式等で伝えてい

ます。パンフレットには、「乳児の育児担当保育」や

「子どもの自主性を大切にしたコーナー保育」など、

法人が大切にする 13 の保育について記載されていま

す。また、園の理念や方針に沿った具体的な活動内容

を、写真と共に文章で説明し、毎日玄関に掲示するこ

とで、保護者にわかりやすく周知を図る取り組みが行

われています。 

 

 

 

 

 

 

 

 



10 

 

 

2 経営状況の把握 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 経営環境の変化等に適切に対

応している 

2 事業経営をとりまく環境と経営状

況が的確に把握・分析されている。 

□社会福祉事業全体の動向について、具体的に

把握し分析している。 

□地域の各種福祉計画の策定動向と内容を把

握し分析している。 

□子どもの数・利用者（子ども・保護者）像等、

保育のニーズ、潜在的利用者に関するデータを

収集するなど、法人（保育所）が位置する地域

での特徴・変化等の経営環境や課題を把握し分

析している。 

□定期的に保育のコスト分析や保育所利用者

の推移、利用率等の分析を行っている。 

 

 

 

A 

 

 

 

 

A 

 

・社会福祉事業全体の動向については、年に 2 回実施

される、法人全園を対象とした園長会や、月に 1 回実

施される、法人の関東園を対象とした園長会等を通し

て把握に努めています。具体的な内容として、保育所

等の開園状況や待機児童数等について把握し、年度ご

との推移等についての分析につなげています。 

・地域の各種福祉計画等については、新型コロナウイ

ルス感染症対策や地域の子育て支援の状況、また保育

所等の開園状況について把握しています。把握された

内容は、法人の経営戦略部や広報部と共有し、課題の

把握と分析を行っています。 

・在園児数や職員の退職者数、また補助金等について

財務部法人管理部の担当者と情報共有し、保育のコス

ト分析や保育所利用者の推移、利用率等の分析につな

げています。 

3 経営課題を明確にし、具体的な取

り組みを進めている。 

□経営環境や保育の内容、組織体制や設備の整

備、職員体制、人材育成、財務状況等の現状分

析にもとづき、具体的な課題や問題点を明らか

にしている。 

□経営状況や改善すべき課題について、役員

（理事・監事等）間での共有がなされている。 

□経営状況や改善すべき課題について、職員に

周知している。 

□経営課題の解決・改善に向けて具体的な取組

が進められている。 

 

 

A 

 

 

 

 

A 

 

 

 

・経営課題として、在園児数の増加が挙げられます。

課題については、月に 1 回実施される、法人の関東園

を対象とした園長会や法人本部での定期的な本部会

議を通して、共有されています。 

・経営課題については、日々の職員会議や月に 1 回実

施される、全体職員会議、また職員研修等を通して職

員に周知しています。 

・経営課題に対しての具体的な取り組みとして、園の

活動内容の情報発信に取り組んでいます。具体的には

SNS を使用し、活動内容を動画で紹介することや、運

動会や発表会等の園行事に、地域の方が参加できる体

制を整える等の取り組みが実施されています。 
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3 事業計画の策定 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 中・長期的なビジョンと計画

が明確にされている 

4 中・長期的なビジョンを明確にし

た計画が策定されている。 

□中・長期計画において、理念や基本方針の実

現に向けた目標（ビジョン）を明確にしている。 

□中・長期計画は、経営課題や問題点の解決・

改善に向けた具体的な内容になっている。 

□中・長期計画は、数値目標や具体的な成果等

を設定することなどにより、実施状況の評価を

行える内容となっている。 

□中・長期計画は必要に応じて見直しを行って

いる。 

 

 

A 

 

 

 

B 

 

 

 

・中・長期計画は法人本部が当園を含めた、法人全体

の計画を作成しています。計画には、理念や基本方針

の実現に向けた保育指針や施設の課題等が挙げられ、

目標を明確に定めています。 

・今後は、園の課題として取り上げた、在園児数の増

加に関する具体的な取り組みを明確にするとともに、

数値目標や具体的な成果等を設定し、実施状況の評価

を行える内容を踏まえた、園独自の中・長期計画の策

定が望まれます。 

5 中・長期計画を踏まえた単年度の

計画が策定されている。 

□単年度の計画には、中・長期計画の内容を反

映した単年度における事業内容が具体的に示

されている。 

□単年度の事業計画は、実行可能な具体的な内

容となっている。 

□単年度の事業計画は、単なる「行事計画」に

なっていない。 

□単年度の事業計画は、数値目標や具体的な成

果等を設定することなどにより、実施状況の評

価を行える内容となっている。 

 

 

A 

 

 

 

A 

 

・単年度計画には、法人理念、ビジョン、保育理念、

が掲げられるとともに、保育方針、施設の課題の項目

が挙げられ、具体的な内容が記載されています。保育

方針は、「子ども一人ひとりの育ちに寄り添い、それ

ぞれの生きる力を育む」「さまざまな体験を通して、

しなやかな身体と豊かな感性を育む」「人との“つなが

り”、社会との“つながり”を育む」の項目ごとに、具

体的な取り組み内容が記載されています。また、施設

の課題では、「保育面」「人材面」「運営面」「財務面」

の項目ごとに目標及び重点取り組み内容が記載され

ています。取り組み内容に対しては、中間報告を記載

するとともに、年度末に結果の振り返りを行うなど、

実施状況の評価を行える内容となっています。 

（２） 事業計画が適切に策定されて

いる 

6 事業計画の策定と実施状況の把握

や評価・見直しが組織的に行われ、職

員が理解している。 

□事業計画が、職員等の参画や意見の集約・反

映のもとで策定されている。 

□計画期間中において、事業計画の実施状況

 

 

 

A 

 

 

 

A 

・事業計画は、各職員との面談内容や年に 3 回実施さ

れる、働きやすさ等を含めた園運営全般に関する職員

アンケートの内容を反映させ、作成しています。 

・事業計画の実施状況については、年度内の中間報告

及び年度末の振り返りが定められ、実施されていま

す。また、年度末の結果は、次年度の事業計画に反映

させています。 

・事業計画の職員への周知については、月 1 回実施さ
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が、あらかじめ定められた時期、手順にもとづ

いて把握されている。 

□事業計画が、あらかじめ定められた時期、手

順にもとづいて評価されている。 

□評価の結果にもとづいて事業計画の見直し

を行っている。 

□事業計画が、職員に周知（会議や研修会にお

ける説明等が）されており、理解を促すための

取組を行っている。 

れる全体職員会議で共有するとともに、回覧をするこ

とで全職員の理解を促す取り組みにつながっていま

す。 
 

7 事業計画は、保護者等に周知され、

理解を促している。 

□事業計画の主な内容が、保護者等に周知（配

布、掲示、説明等）されている。 

□事業計画の主な内容を保護者会等で説明し

ている。 

□事業計画の主な内容を分かりやすく説明し

た資料を作成するなどの方法によって、保護者

等がより理解しやすいような工夫を行ってい

る。 

□事業計画については、保護者等の参加を促す

観点から周知、説明の工夫を行っている。 

 

 

A 

 

 

 

A 

 

・事業計画の保護者への周知については、玄関に事業

計画を常備し、財務状況等も含めていつでも閲覧でき

るよう整備されています。 

・事業計画に記載がある、保育内容の取り組みについ

ては、連絡ノートや送迎時のコミュニケーション、ま

た、ドキュメンテーションと呼ばれる、活動内容の写

真とエピソードを文書で示した記録の毎日の掲示な

どを通して、保護者に分かりやすく周知を図っていま

す。さらに、園だよりやクラスだよりを通して、事業

計画に関連する具体的な保育内容等を伝える取り組

みが行われています。 

 
 

 

 

4 福祉サービスの質の向上への組織的・計画的な取組 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 質の向上に向けた取組が組織

的・計画的に行われている 

8 保育の質の向上に向けた取組が組

織的に行われ、機能している。 

□組織的に PDCA サイクルにもとづく保育の

質の向上に関する取組を実施している。 

□保育の内容について組織的に（C：Check）

を行う体制が整備されている。 

□定められた評価基準にもとづいて、年に 1 回

以上自己評価を行うとともに、第三者評価等を

定期的に受審している。 

 

 

 

A 

 

 

 

A 

 

・日々の保育については、週案や月間指導計画、個別

指導計画等の各種指導計画やその振り返りを、主任と

園長が保育所保育指針等を踏まえ確認し、次の計画に

反映させることで、保育の質の向上につなげていま

す。また、日々の職員会議や月に 1 回実施される全体

職員会議にて、各クラスの状況や反省、配慮が必要な

子どもへの関わりやヒヤリ・ハットなどについて記載

した資料を、全職員で共有するという組織的な体制が

整備されています。 

・保育所全体の自己評価として、園長、主任及び各ク

ラスのリーダーが参加し、保育環境評価スケールに取
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□評価結果を分析・検討する場が、組織として

位置づけられ実行されている。 
 

り組んでいます。評価スケールでは、空間と家具、養

護、言葉と文字、活動、相互関係、保育の構造の項目

ごとの詳細な内容について自己評価を行っています。

結果は、職員会議で共有されるとともに、SNS を使用

し、保護者等にも伝えています。 

9 評価結果にもとづき保育所として

取組むべき課題を明確にし、計画的な

改善策を実施している。 

□評価結果を分析した結果やそれにもとづく

課題が文書化されている。 

□職員間で課題の共有化が図られている。 

□評価結果から明確になった課題について、職

員の参画のもとで改善策や改善計画を策定す

る仕組みがある。 

□評価結果にもとづく改善の取組を計画的に

行っている。 

□改善策や改善の実施状況の評価を実施する

とともに、必要に応じて改善計画の見直しを行

っている。 

 

 

A 

 

 

 

A 

 

・自己評価の結果にもとづいて、子どもの興味や関心、

成長に合わせて環境を変えていくことに取り組んで

います。一例として、玩具の配置や種類等についても、

固定的な環境ではなく、その時期の子どもの成長に合

わせて配置の工夫や玩具を入れ替えるなどの取り組

みを行っています。これらの取り組みは、写真と共に

文章も添えて、SNS を使用し、保護者等にも伝えてい

ます。 

・評価結果にもとづく取り組みについては、製作活動

や音楽表現などの表現活動を、子どもの興味や関心を

踏まえ各クラスの指導計画に反映させるとともに、職

員会議で定期的に共有しています。また、必要に応じ

て事業計画等の見直しに反映させています。 

 

 

 

Ⅱ 組織の運営管理 

１ 管理者の責任とリーダーシップ 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 管理者の責任が明確にされて

いる 

10 施設長は、自らの役割と責任を

職員に対して表明し理解を図ってい

る。 

□施設長は、自らの保育所の経営・管理に関す

る方針と取組を明確にしている。 

□施設長は、自らの役割と責任について、保育

所内の広報誌等に掲載し表明している。 

□施設長は、自らの役割と責任を含む職務分掌

等について、文書化するとともに、会議や研修

 

 

 

A 

 

 

 

A 

 

・園長の役割については、職務分担表に記載され、自

らの役割と責任について表明しています。具体的に

は、日々の保育や行事に関する指導、施設職員の人事

管理等が挙げられています。 

・園長は、職員全体のチームワークのかじ取りを行う 

とともに、一人ひとりの子どもたちの状況に応じた、

具体的な関わりについて、職員への助言を行っていま

す。一例として、職員会議の際に園の保育について、

職員が意見を出し合い、それを生かして来年度の計画

等を作成するなど、職員全体で保育の方向性を共有す

ることで、チームワークの向上に努めています。また、
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において表明し周知が図られている。 

□平常時のみならず、有事（災害、事故等）に

おける施設長の役割と責任について、不在時の

権限委任等を含め明確化されている。 

 
日ごろの具体的な保育実践として、配慮が必要な子ど

もへの関わりや、給食の喫食状況など一人ひとりの子

どもの状況に応じた関わりについて、助言を行ってい

ます。 

・有事（災害、事故等）における園長の役割と責任及

び不在時の主任への権限委任等については、危機管理

マニュアル等や職務分担表に記載されています。 

11 遵守すべき法令等を正しく理解

するための取組を行っている。 

□施設長は、遵守すべき法令等を十分に理解し

ており、利害関係者（取引事業者、行政関係者

等）との適正な関係を保持している。 

□施設長は、法令遵守の観点での経営に関する

研修や勉強会に参加している。 

□施設長は、環境への配慮等も含む幅広い分野

について遵守すべき法令等を把握し、取組を行

っている。 

□施設長は、職員に対して遵守すべき法令等を

周知し、また遵守するための具体的な取組を行

っている。 

 

 

A 

 

 

A 

・園長は、法人園長会を通して、遵守すべき法令等の

把握に努めています。園長会では、労務、採用、人事、

広報、財務等の各部署から法令遵守の観点での説明が

あり情報共有を行っています。把握された内容につい

ては、職員会議等を通して職員に周知を図っていま

す。 

・遵守すべき法令等の周知の一環として、園長は、職

員会議等を通じて就業規則について説明しています。

また、就業規則への理解の促進として、必要に応じて

個別に伝えることもあります。就業規則は、事務所に

保管されいつでも閲覧できるとともに、Work place

及び teach me biz と呼ばれる電子媒体を通して、職員

はいつでも確認することが可能です。 

（２） 管理者のリーダーシップが発

揮されている 

12 保育の質の向上に意欲をもち、

その取組に指導力を発揮している。 

□施設長は、保育の質の現状について定期的、

継続的に評価・分析を行っている。 

□施設長は、保育の質に関する課題を把握し、

改善のための具体的な取組を明示して指導力

を発揮している。 

□施設長は、保育の質の向上について組織内に

具体的な体制を構築し、自らもその活動に積極

的に参画している。 

□施設長は、保育の質の向上について、職員の

意見を反映するための具体的な取組を行って

いる。 

□施設長は、保育の質の向上について、職員の

教育・研修の充実を図っている。 

 

 

 

A 

 

 

 

 

A 

 

・園長は、毎日行われる職員会議、月に 1 回実施され

る全体職員会議、時間給職員会議、給食会議等を通し

て、各クラスの情報や行事等について、定期的、継続

的に評価・分析を行っています。 

・園長は、積極的に現場に入り保育技術面での指導等

を行っています。0 歳児~5 歳児の子どもたちが集まっ

て行われる園行事等では、職員が手遊びやパネルシア

ターなどを行い、必要に応じて園長は技術面等の助言

を行っています。また、月に 1 回実施される全体職員

会議の中で、危機管理や乳児保育等について園内研修

を行うなど、保育の質の向上について、自らもその活

動に積極的に参画しています。 

・以前の誕生日会等の園内行事は、担当者と主任が行

っていましたが、現在は、担当者が職員会議で内容を

周知し、職員全員で取り組む体制を構築しており、チ

ームワークの向上につながっています。 

 



15 

 

13 経営の改善や業務の実効性を高

める取組に指導力を発揮している。 

□施設長は、経営の改善や業務の実効性の向上

に向けて、人事、労務、財務等を踏まえ分析を

行っている。 

□施設長は、組織の理念や基本方針の実現に向

けて、人員配置、職員の働きやすい環境整備等、

具体的に取り組んでいる。 

□施設長は、経営の改善や業務の実効性の向上

に向けて、組織内に同様の意識を形成するため

の取組を行っている。 

□施設長は、経営の改善や業務の実効性を高め

るために組織内に具体的な体制を構築し、自ら

もその活動に積極的に参画している。 

 

 

 

A 

 

 

 

A 

・園全体の人員配置については、法人の採用担当と連

携を図り、職員体制を充実させることに取り組んでい

ます。 

・職員の働きやすい環境整備等については、シフトの

調整等に取り組んでいます。また、法人全体で職員に

対して行うアンケートとして、現在勤務する園の「良

かった点」や「物足りなかった点」などについて把握

し、具体的な改善案を検討し、実践につなげています。

さらに、園独自でも職員アンケートを実施し、各職員

の思いや意見などの把握に努め、改善に取り組んでい

ます。 

・園長は、各種会議等を通して、各クラスの状況や行

事の進捗状況等について確認し、必要な助言を行うこ

とで、業務の実効性を高める取り組みに積極的に参画

しています。 
 

 

 

２ 福祉人材の確保・育成 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 福祉人材の確保・育成計画、

人事管理の体制が整備されている 

14 必要な福祉人材の確保・定着等

に関する具体的な計画が確立し、取組

が実施されている。 

□必要な福祉人材や人員体制に関する基本的

な考え方や、福祉人材の確保と育成に関する方

針が確立している。 

□保育の提供に関わる専門職の配置、活用等、

必要な福祉人材や人員体制について具体的な

計画がある。 

□計画にもとづいた人材の確保や育成が実施

されている。 

□法人（保育所）として、効果的な福祉人材確

保（採用活動等）を実施している。 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

 

A 

 

 

・必要な福祉人材や人員体制に関する基本的な考え方 

については、法人のバイブルである「れもんのこころ」

や事業計画に記載されています。れもんのこころに

は、「保育の振り返り指針」として、「学び」「養護」「環

境」「保育者」の項目ごとに具体的な確認事項が記載

され、必要な福祉人材の方針が確認できます。また、

事業計画には、「職員の継続及び確保」「職員のチーム

ワークの向上と連携強化」「新任保育士への指導と支

援」の人材面の項目が挙げられ、具体的な計画内容が

記載されています。 

・新人職員定着のため「メンター制度」を設けていま

す。新人職員は、社内のすべての人をつなぐコミュニ

ケーションツールの機能の一つである、「Work chat」

や電話を通して、法人本部がマッチングをした先輩職

員に定期的に悩み等を相談できるなど、きめ細かい体

制を整えています。 

・採用については、法人の人事担当が行うとともに、
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園でも独自の取り組みを実施しています。法人では、 

効果的な福祉人材確保につなげるよう、園ごとの募集

から、法人の関東園を対象としたエリア募集に切り替

えるなどの取り組みが行われています。園独自の取り

組みとしては、園長が直接養成校を訪問し、人材確保

に努めています。 

15 総合的な人事管理が行われてい

る。 

□法人（保育所）の理念・基本方針にもとづき

「期待する職員像等」を明確にしている。 

□人事基準（採用、配置、異動、昇進・昇格等

に関する基準）が明確に定められ、職員等に周

知されている。 

□一定の人事基準にもとづき、職員の専門性や

職務遂行能力、職務に関する成果や貢献度等を

評価している。 

□職員処遇の水準について、処遇改善の必要性

等を評価・分析するための取組を行っている。 

□把握した職員の意向・意見や評価・分析等に

もとづき、改善策を検討・実施している。 

□職員が、自ら将来の姿を描くことができるよ

うな総合的な仕組みづくりができている。 

 

 

 

A 

 

 

 

A 

・「期待する職員像等」については、法人のバイブル

である「れもんのこころ」の質の高い「保育者」とい

う項目に具体的な職員像として記載されています。 

・年に 2 回実施される園長との面談は、個人別目標カ

ード等を使用して行われています。目標カードでは、

個々の目標を記載し、達成度の自己評価を行っていま

す。各職員の自己評価に対して、園長評価及び本部評

価を行い、その結果をもとに、給与や賞与等の処遇に

反映させています。処遇結果については、園長が個々

の職員に説明しています。 

・職員が自らの将来像を描く仕組みづくりの一環とし

て、キャリアアップ研修及び管理職登用制度がありま

す。管理職登用制度においては、園長、主任、副主任

ごとに研修が実施され、最終で試験を行うという仕組

みが整備されています。 

（２） 職員の就業状況に配慮がなさ

れている 

16  職員の就業状況や意向を把握

し、働きやすい職場づくりに取組んで

いる。 

□職員の就業状況や意向の把握等にもとづく

労務管理に関する責任体制を明確にしている。 

□職員の有給休暇の取得状況や時間外労働の

データを定期的に確認するなど、職員の就業状

況を把握している。 

□職員の心身の健康と安全の確保に努め、その

内容を職員に周知している。 

□定期的に職員との個別面談の機会を設ける、

職員の悩み相談窓口を組織内に設置するなど、

職員が相談しやすいような組織内の工夫をし

ている。 

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

A 

・ジョブカンと呼ばれる電子媒体の勤怠システムを通

して、職員の有給休暇の取得状況や時間外労働のデー

タを定期的に確認するなど、職員の就業状況を把握し

ています。また、ジョブカンでは、職員自身も休暇取

得の状況がいつでも確認できる体制となっています。 

・職員が相談しやすい組織内の工夫として、日ごろか

ら園長は職員の話に積極的に耳を傾けています。その

ため、職員が一日の終わりに個別に園長に相談すると

いうことが日常の中で行われています。また、本部へ

の相談ラインである「レモンホットライン」では電話

やメールで相談ができる仕組みが整えられ、職員の心

身の健康の確保の一環となっています。 

・年に 2 回、法人全体で、各園の職員に対して、wevox

というスマートフォンを利用したアンケートを行い、

働きやすい職場づくりに取り組んでいます。アンケー

トでは、勤務する園の良い点や物足りない点等につい
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□職員の希望の聴取等をもとに、総合的な福利

厚生を実施している。 

□ワーク・ライフ・バランスに配慮した取組を

行っている。 

□改善策については、福祉人材や人員体制に関

する具体的な計画に反映し実行している。 

□福祉人材の確保、定着の観点から、組織の魅

力を高める取組や働きやすい職場づくりに関

する取組を行っている。 

てヒアリングを行い、結果内容は、園長にフィードバ

ックされます。園長は、結果内容を踏まえて改善策を

立て、事業計画に反映させています。 

（３） 職員の質の向上に向けた体制

が確立されている 

17 職員一人ひとりの育成に向けた

取組を行っている。 

□組織として「期待する職員像」を明確にし、

職員一人ひとりの目標管理のための仕組みが

構築されている。 

□個別面接を行う等保育所の目標や方針を徹

底し、コミュニケーションのもとで職員一人ひ

とりの目標が設定されている。 

□職員一人ひとりの目標の設定は、目標項目、

目標水準、目標期限が明確にされた適切なもの

となっている。 

□職員一人ひとりが設定した目標について、中

間面接を行うなど、適切に進捗状況の確認が行

われている。 

□職員一人ひとりが設定した目標について、年

度当初・年度末（期末）面接を行うなど、目標

達成度の確認を行っている。 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

A 

・年に 2 回実施される、園長との面談で使用する目標

カードにもとづいた人事評価制度の仕組みが構築さ

れています。目標カードでは、各職員が目標の達成度

に対して自己評価を行うとともに、園長の評価も行わ

れます。その際に、園長は各職員に応じた必要な助言

を行い、年度の中間面接にて、再度、達成度や取り組

みについて確認しています。園長は、共有された内容

をもとに、職務遂行能力や成果、貢献度の最終評価を

行っています。評価内容については、園長と本部で共

有し、給与や賞与等に反映しています。 

・各職員の評価については、データ化され年度ごとの

評価推移を確認できる体制が整えられており、職員一

人ひとりの進捗状況の確認が行われています。 

18 職員の教育・研修に関する基本

方針や計画が策定され、教育・研修が

実施されている。 

□保育所が目指す保育を実施するために、基本

方針や計画の中に、「期待する職員像」を明示

している。 

□現在実施している保育の内容や目標を踏ま

えて、基本方針や計画の中に、保育所が職員に

必要とされる専門技術や専門資格を明示して

いる。 

 

 

 

A 

 

 

 

A 

・「期待する職員像」については、法人のバイブルで

ある「れもんのこころ」や、法人の保育内容が記載さ

れた「TACTICS」に明示しています。 

・資格取得支援金制度の対象資格が一覧になってお

り、保育士、栄養士、調理師、施設長などの職種別に

受講できる資格種類が明示され、職員は希望に応じて

受講することができます。一例として、おもちゃコー

ディネーター資格、幼児体育指導者資格、パソコンの

スキル関連の資格等、幅広い分野が対象となっていま

す。資格取得費用については、各職員ごとに年度につ
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□策定された教育・研修計画にもとづき、教

育・研修が実施されている。 

□定期的に計画の評価と見直しを行っている。 

□定期的に研修内容やカリキュラムの評価と

見直しを行っている。 

き、一定の支援金が支給される仕組みになっており、

職員の教育、研修の機会となっています。 

・日々の職員会議や月に 1 回実施される全体職員会議

等を通して、研修報告会を実施し、研修内容について

職員間の共通理解を図っています。その際に、研修内

容を踏まえ、定期的な計画の評価と見直しに取り組ん

でいます。 

19 職員一人ひとりの教育・研修の

機会が確保されている。 

□個別の職員の知識、技術水準、専門資格の取

得状況等を把握している。 

□新任職員をはじめ職員の経験や習熟度に配

慮した個別的な OJT が適切に行われている。 

□階層別研修、職種別研修、テーマ別研修等の

機会を確保し、職員の職務や必要とする知識・

技術水準に応じた教育・研修を実施している。 

□外部研修に関する情報提供を適切に行うと

ともに、参加を勧奨している。 

□職員一人ひとりが、教育・研修の場に参加で

きるよう配慮している。 

 

 

A 

 

 

 

A 

 

・法人主催の研修として、入職前のウェルカム研修、

3 年目職員のフォローアップ研修、5～10 年目の中堅

職員研修、管理職員研修が行われています。新任職員

に対しては、2 泊 3 日の宿泊研修が行われ、法人のバ

イブルである、「れもんのこころ」について、周知徹

底が図られています。また、在職者研修として、法人

の保育内容が記載された「TACTICS」の内容を、年

間 3～4 回の研修を通して、学ぶ機会を設けています。

さらに、中途採用職員に対しては、メンバーシップ研

修として、年に 4 回程度の研修が実施されています。

年間を通して、各職員が 5～10 回程度の研修に参加し

ています。このような経験や習熟度に配慮した個別的

な研修が実施されています。  

（４） 実習生等の福祉サービスに関

わる専門職の研修・育成が適切に行わ

れている 

20 実習生等の保育に関わる専門職

の研修・育成について体制を整備し、

積極的な取組をしている。 

□実習生等の保育に関わる専門職の研修・育成

に関する基本姿勢を明文化している。 

□実習生等の保育に関わる専門職の研修・育成

についてのマニュアルが整備されている。 

□専門職種の特性に配慮したプログラムを用

意している。 

□指導者に対する研修を実施している。 

□実習生については、学校側と、実習内容につ

いて連携してプログラムを整備するとともに、

実習期間中においても継続的な連携を維持し

ていくための工夫を行っている。 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

A 

 

 

・実習生等の保育に関わる専門職の研修・育成に関す

る基本姿勢については、実習生マニュアルに明文化さ

れています。実習生の受け入れや指導は、主に園長と

主任が担当しています。 

・実習日誌の記入方法などについては、時系列の記入

方法やエピソードを通した記入方法などがあり、具体

的な内容については、実習が充実した経験となるよ

う、学校側と連携してプログラムを整備しています。 

・実習生に対する指導等については、園長が主となり

実施しています。その際に、「保育は楽しい」という

ことを感じてもらえるような指導に配慮しています。 

・指導者に対する研修が実施されているとともに、園

長が指導者に対する助言を行っています。 

・学校側と継続的な連携を維持していくために、実習

生の状況について、必要に応じて電話での情報共有や

担当教員の巡回の受け入れなどを行っています。 
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３ 運営の透明性の確保 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 運営の透明性を確保するため

の取組が行われている 

21 運営の透明性を確保するための

情報公開が行われている。 

□ホームページ等の活用により、法人、保育所

の理念や基本方針、保育の内容、事業計画、事

業報告、予算、決算情報が適切に公開されてい

る。 

□保育所における地域の福祉向上のための取

組の実施状況、第三者評価の受審、苦情・相談

の体制や内容について公表している。 

□第三者評価の受審結果、苦情・相談の体制や

内容にもとづく改善・対応の状況について公表

している。 

□法人（保育所）の理念、基本方針やビジョン

等について、社会・地域に対して明示・説明し、

法人（保育所）の存在意義や役割を明確にする

ように努めている。 

□地域へ向けて、理念や基本方針、事業所で行

っている活動等を説明した印刷物や広報誌等

を配布している。 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

 

 

 

A 

 

 

・保育所の基本理念や保育内容については、園のホー

ムページや SNS を使用し、具体的な活動内容を動画

で紹介する等の取り組みが実施されています。事業報

告や決算情報は、園の玄関に常備し、保護者等がいつ

でも手に取って見ることができるよう整えられてい

ます。 

・園における地域の福祉向上のための取り組みとし

て、園庭開放やお話し会などを行っています。また、

地域の方を対象とした保護者の癒しの場の提供とし

て、園が主催し、年に 1 回「親子コンサート」を開催

しています。園見学に来られた方に招待状を送るとと

もに、SNS を通じて案内をするなど、社会や地域に対

して、園の役割を明確にするよう努めています。 

今後は、近隣の商店街等にポスターを掲示し、広く周

知することを検討しています。 

・園の自己評価として、園長、主任及び各クラスのリ

ーダーが参加し、保育環境評価スケールに取り組んで

います。評価結果については、SNS を使用し、内容に

もとづく改善・対応の状況等について公表していま

す。 

22 公正かつ透明性の高い適正な経

営・運営のための取組が行われてい

る。 

□保育所における事務、経理、取引等に関する

ルール、職務分掌と権限・責任が明確にされ、

職員等に周知している。 

□保育所における事務、経理、取引等について

内部監査を実施するなど、定期的に確認されて

いる。 

□保育所の事業、財務について、外部の専門家

による監査支援等を実施している。 

□外部の専門家による監査支援等の結果や指

摘事項にもとづいて、経営改善を実施してい

 

 

 

A 

 

 

 

A 

・園における事務、経理、取引等に関するルール、職

務分掌と権限・責任等については、職務分担表に示さ

され、職員に周知しています。また、財務マニュアル

が整備され、必要に応じて職員に伝えています。 

・園で、必要物等の購入の際は、園長決裁で購入しま

す。また、一定金額以上や修繕等に関する内容は、ワ

ークフローに沿って本部に申請し、購入等を行ってい

ます。 

・園では小口現金を扱い、使用状況について、本部と

共有の出納帳にその都度記録しています。また、金種

計算表にも記載しています。 

・外部の専門家による監査支援等として、市の監査を

受けています。結果や指導事項にもとづいて、経営改
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る。 善を実施しています。 

 

 

４ 地域との交流、地域貢献 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 地域との関係が適切に確保さ

れている 

23 子どもと地域との交流を広げる

ための取組を行っている。 

□地域との関わり方について基本的な考え方

を文書化している。 

□活用できる社会資源や地域の情報を収集し、

掲示板の利用等で保護者に提供している。 

□子どもの個別的状況に配慮しつつ地域の行

事や活動に参加する際、職員やボランティアが

支援を行う体制が整っている。 

□保育所や子どもへの理解を得るために、地域

の人々と子どもとの交流の機会を定期的に設

けるなどの取組を行っている。 

□個々の子ども・保護者のニーズに応じて、地

域における社会資源を利用するよう推奨して

いる。 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A 

 

 

・地域との関わり方についての基本的な考え方は、全

体的な計画に記載されています。全体的な計画の、地

域支援・連携の項目では、未就園家庭の支援、地域連

携、小学校連携、職場体験実習受入の項目ごとに、具

体的な取り組み内容が記載されています。 

・活用できる社会資源や地域の情報については、園内

に散歩マップが掲示され、公園ごとの遊具の写真や、

公園までの道のりの交通量や危険個所等の情報も提

供しています。また、園の玄関には、就学相談の案内

や発達支援の情報等、市や区からの情報を提供してい

ます。 

・例年、近隣の高齢者施設との交流を行っています。

職員は、必要に応じて、高齢者施設の花植えなどの手

伝いに取り組んでいます。 

・地域の人々と子どもの交流の機会として、近隣の農

家よりスイカをいただき、園でスイカ割りを実施、そ

の後お礼の手紙を渡すなどの取り組みが行われてい

ます。また、園のオーナーが所有する畑で、芋ほりを

行ったり、近隣の駄菓子屋へ買い物に行くなどの取り

組みが行われています。 

24 ボランティア等の受入れに対す

る基本姿勢を明確にし体制を確立し

ている。 

□ボランティア受入れに関する基本姿勢を明

文化している。 

□地域の学校教育等への協力について基本姿

勢を明文化している。 

□ボランティア受入れについて、登録手続、ボ

ランティアの配置、事前説明等に関する項目が

記載されたマニュアルを整備している。 

□ボランティアに対して子どもとの交流を図

 

 

 

A 

 

 

 

B 

・ボランティアの受け入れについては、保育業務マニ

ュアル内の「ボランティアの受け入れの規定」に定め

られています。 

・例年、学校教育への協力として、職場体験等のボラ

ンティアの受け入れを行っています。今年度はコロナ

禍の為、実施していませんが、実習生の受け入れは実

施しています。 
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る視点等で必要な研修、支援を行っている。 

□学校教育への協力を行っている。 

（２） 関係機関との連携が確保され

ている。 

25 保育所として必要な社会資源を

明確にし、関係機関等との連携が適切

に行われている。 

□当該地域の関係機関・団体について、個々の

子ども・保護者の状況に対応できる社会資源を

明示したリストや資料を作成している。 

□職員会議で説明するなど、職員間で情報の共

有化が図られている。 

□関係機関・団体と定期的な連絡会等を行って

いる。 

□地域の関係機関・団体の共通の問題に対し

て、解決に向けて協働して具体的な取組を行っ

ている。 

□地域に適当な関係機関・団体がない場合に

は、子ども・保護者のアフターケア等を含め、

地域でのネットワーク化に取り組んでいる。 

□家庭での虐待等権利侵害が疑われる子ども

への対応について、要保護児童対策地域協議会

への参画、児童相談所など関係機関との連携が

図られている。（保育所） 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

A 

・区の担当課や近隣の病院、また療育センターや児童

相談所等の関係機関を明示したリストが作成され、事

務所に掲示されています。内容については、職員会議

等を通して、職員に周知しています。 

・関係機関との定期的な連絡会等として、園長は市の

園長会に出席しています。また、日ごろから区の担当

課と入園児の様子などについて情報共有を図ってい

ます。 

・家庭での虐待等権利侵害が疑われる子どもへの対応

については、保育業務マニュアル内の、「登園時の保

護者対応の方法」「降園時の保護者対応の方法」など

に具体的な対応が示され、実施できる体制になってい

ます。また、必要に応じて、児童相談所等の関係機関

と連携を取ることができる体制が整えられています。 

（３） 地域の福祉向上のための取組

を行っている。 

26 地域の福祉ニーズ等を把握する

ための取組が行われている。 

□保育所（法人）が実施する事業や運営委員会

の開催、関係機関・団体との連携、地域の各種

会合への参加、地域住民との交流活動などを通

じて、地域の福祉ニーズや生活課題等の把握に

努めている。 

 

 

A 

 

 

 

A 

 

・市の園長会や、区の担当課との情報共有により、待

機児童の状況など、地域の福祉ニーズ等を把握するこ

とに努めています。 

・園見学の対応の際は、保育所の入園に関することや、

子どもの発達に関することなど、見学者からの相談に

積極的に応じる中で、地域の福祉ニーズや生活課題等

の把握に努めています。 

27 地域の福祉ニーズ等にもとづく

公益的な事業・活動が行われている。 

□把握した福祉ニーズ等にもとづいて、法で定

められた社会福祉事業にとどまらない地域貢

献に関わる事業・活動を実施している。 

 

 

 

 

・把握した福祉ニーズ等にもとづいて、園庭開放やお

話し会などを行っています。また、地域の方を対象と

し、保護者の癒しの場の提供として、園が主催し、年

に 1 回「親子コンサート」を開催しています。また、

電話育児相談として、入園を検討されている方等から
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□把握した福祉ニーズ等にもとづいた具体的

な事業・活動を、計画等で明示している。 

□多様な機関等と連携して、社会福祉分野のみ

ならず、地域コミュニティの活性化やまちづく

りなどにも貢献している。 

□保育所（法人）が有する福祉サービスの提供

に関するノウハウや、専門的な情報を、地域に

還元する取組を積極的に行っている。 

□地域の防災対策や、被災時における福祉的な

支援を必要とする人びと、住民の安全・安心の

ための備えや支援の取組を行っている。 

A 

 

A 

 

の問い合わせに対して、離乳食に関することなどを答

えています。 

 

 

Ⅲ 適切な福祉サービスの実施 

１ 利用者本位の福祉サービス 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 利用者を尊重する姿勢が明示

されている 

28 子どもを尊重した保育について

共通の理解をもつための取組を行っ

ている。 

□理念や基本方針に、子どもを尊重した保育の

実施について明示し、職員が理解し実践するた

めの取組を行っている。 

□子どもを尊重した保育の提供に関する「倫理

綱領」や規程等を策定し、職員が理解し実践す

るための取組を行っている。 

□子どもを尊重した保育に関する基本姿勢が、

個々の保育の標準的な実施方法等に反映され

ている。 

□子どもの尊重や基本的人権への配慮につい

て、組織で勉強会・研修を実施している。 

□子どもの尊重や基本的人権への配慮につい

て、定期的に状況の把握・評価等を行い、必要

な対応を図っている。 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

 

 

 

A 

 

 

・子どもを尊重した保育の実施については、法人のバ

イブルである「れもんのこころ」や、法人の保育内容

が記載された「TACTICS」に記載されています。 

・法人主催で、法人のバイブルである「れもんのここ

ろ」や「TACTICS」に関する研修が実施され、全職

員が共通認識をもって保育実践できるよう取り組ま

れています。また、保育所保育指針にもとづき、個々

の子どもに合わせた月間指導計画、週案、日案などを

作成し、子どもを尊重した保育実践につなげていま

す。 

・子どもを尊重した保育実践の具体的な取り組みの一

環として、「つながるあそび」や「コーナー保育」に

積極的に取り組んでいます。「つながるあそび」では、

遊びを一日で終わりにせず、子どもたちが作ったもの

を残せるように環境を整えたり、一人の子どもが興味

をもった遊びを他の子どもたちにも広げ、遊びをつな

げていくなどの取り組みが行われています。「コーナ

ー保育」では、ブロックコーナーや、廃材利用の工作

コーナー、文字を書くコーナーなど子どもの興味に合
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□子どもが互いを尊重する心を育てるための

具体的な取組を行っている。（保育所） 

□性差への先入観による固定的な対応をしな

いように配慮している。（保育所） 

□子どもの人権、文化の違い、互いに尊重する

心について、その方針等を保護者に示すととも

に、保護者も理解を図る取組を行っている。（保

育所） 

 

 

わせてコーナーを設置し、一人ひとりの子どもが、自

分の興味と関心に応じて遊びこめるよう環境を整え

ています。 

・多様性の理解については、玄関に英語の絵本を並べ

たり、園内に世界の民族衣装を着た人形を飾るなど、

日ごろから生活の中に取り入れ、自然と子どもたちが

理解できるよう工夫されています。性差への先入観に

よる固定的な対応への配慮については、男の子がピン

クのドレスを着ることなども含め、個々の興味に応じ

た遊びを認める取り組みが日ごろから行われていま

す。 

29 子どものプライバシー保護に配

慮した保育が行われている。 

□子どものプライバシー保護について、社会福

祉事業に携わる者としての姿勢・責務等を明記

した規程・マニュアル等が整備され、職員への

研修によりその理解が図られている。 

□規程・マニュアル等にもとづいて、プライバ

シーに配慮した福祉サービスが実施されてい

る。 

□一人ひとりの子どもにとって、生活の場にふ

さわしい快適な環境を提供し、子どものプライ

バシーを守れるよう設備等の工夫を行ってい

る。 

□子ども・保護者にプライバシー保護に関する

取組を周知している。 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

A 

 

 

・保育業務マニュアル内に、「プライバシーの尊重と

保護」が規定され、職員会議や園内研修等を通して、

職員への周知や理解が図られています。 

・子どものプライバシーへの配慮として、おむつ替え

は、沐浴室で行っています。また、3 歳児以上のクラ

スでは、着替えの際は男女に分けて行うなど、子ども

のプライバシーを守れるよう配慮しています。 

・プライバシーの保護に関する内容については、園の

しおりに記載され、入園時に説明するとともに、保護

者より同意書をいただいています。 

（２） 福祉サービスの提供に関する

説明と同意（自己決定）が適切に行わ

れている 

30 利用希望者に対して保育所選択

に必要な情報を積極的に提供してい

る。 

□理念や基本方針、保育の内容や保育所の特性

等を紹介した資料を、公共施設等の多くの人が

入手できる場所に置いている。 

□保育所を紹介する資料は、言葉遣いや写真・

図・絵の使用等で誰にでもわかるような内容に

している。 

 

 

 

A 

 

 

 

A 

・園の理念や方針等については、ホームページに記載

されています。また、保育内容については、SNS を使

用し、活動内容を動画で視聴できるようにするなどの

取り組みが行われています。 

・園を紹介するパンフレット等は、イラストや具体的

な活動写真、また図で示すなど、誰にでもわかるよう

な内容となっています。内容については、法人の広報

課が適宜見直しを実施しています。 

・園見学については、園長が対応しています。電話で

見学希望を受け付け、要望に応じて、土曜日に実施す

ることなども含め、柔軟に対応しています。 
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□保育所の利用希望者については、個別にてい

ねいな説明を実施している。 

□見学等の希望に対応している。 

□利用希望者に対する情報提供について、適宜

見直しを実施している。 

 

 

31 保育の開始・変更にあたり保護

者等にわかりやすく説明している。 

□保育の開始及び保育内容の変更時の説明と

同意にあたっては、保護者等の意向に配慮して

いる。 

□保育の開始・変更時には、保護者等がわかり

やすいように工夫した資料を用いて説明して

いる。 

□説明にあたっては、保護者等が理解しやすい

ような工夫や配慮を行っている。 

□保育の開始・変更時には、保護者等の同意を

得たうえでその内容を書面で残している。 

□特に配慮が必要な保護者への説明について

ルール化され、適正な説明、運用が図られてい

る。 

 

 

 

A 

 

 

 

 

A 

 

・保育の開始にあたっては、園長が入園前に各家庭と

の個別面談を行っています。面談では、重要事項説明

書、入園のしおり等を使用し、園の理念や方針、具体

的な提出物や持ち物、個人情報等の扱いについて説明

しています。 

・説明にあたっては、子どもの様子を聞き取る、「プ

ロフィールシート」や、1 日の生活の様子を聞き取る、

「1 日の生活記録」等、保護者が理解しやすいよう工

夫した資料を用いて説明しています。 

・アレルギー等に関する内容については、食物アレル

ギー対応マニュアルに沿って、説明しています。合わ

せて、マニュアルに定められた書式の説明を行ってい

ます。 

32 保育所等の変更にあたり保育の

継続性に配慮した対応を行っている。 

□保育所等の変更にあたり、保育の継続性に配

慮した手順と引継ぎ文書を定めている。 

□保育所の利用が終了した後も、保育所として

子どもや保護者等が相談できるように担当者

や窓口を設置している。 

□保育所の利用が終了した時に、子どもや保護

者等に対し、その後の相談方法や担当者につい

て説明を行い、その内容を記載した文書を渡し

ている。 

 

 

A 

 

 

B 

・保育所等の変更の際は、市の書式を使用し、保護者

に必要事項を記載していただいた上で、市の担当課に

提出しています。また、必要に応じて、子どもの様子

や共済保険等の加入状況等について、転園先との情報

共有を行うこともあります。 

・保育所の利用が終了した後も、保育所として子ども

や保護者等が相談できるように、担当職員と主任、園

長が窓口となり、相談等を受けています。今後は転園、

卒園後の相談受付先について記述した文書等を渡す

などの取り組みが期待されます。 

（３） 利用者満足の向上に努めてい

る 

33 利用者満足の向上を目的とする

仕組みを整備し、取組を行っている。 

□日々の保育のなかで、子どもの満足を把握す

るように努めている。（保育所） 

□保護者に対し、利用者満足に関する調査が定

 

 

A 

 

 

A 

・日々の保育内容について、職員会議等を通して、職

員間で情報を共有することで、子どもの様子や満足等

を把握するよう努めています。 

・保護者の満足に関するアンケートとして、行事後の

アンケートを実施しています。アンケート結果につい

ては、満足度についてグラフ等で示し、文面とともに

分かりやすく保護者に伝えています。 
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期的に行われている。 

□保護者への個別の相談面接や聴取、保護者懇

談会が、利用者満足を把握する目的で定期的に

行われている。 

□職員等が、利用者満足を把握する目的で、保

護者会等に出席している。 

□利用者満足に関する調査の担当者等の設置

や、把握した結果を分析・検討するために、検

討会議の設置等が行われている。 

□分析・検討の結果にもとづいて具体的な改善

を行っている。 

  
・日々の連絡ノートでのやり取りや、個人面談等を通

して、定期的に保護者の意向や満足について把握に努

めています。 

・今年度は、コロナ禍の為、保育参観が実施できませ

んでしたが、保護者の希望を踏まえ、日常の子どもの

様子を撮影し、写真販売を行いました。また、発表会

についても、園で撮影、編集を行い、保護者の方が閲

覧できるよう取り組んでいます。 

（４） 利用者が意見等を述べやすい

体制が確保されている 

34 苦情解決の仕組みが確立してお

り、周知・機能している。 

□苦情解決の体制（苦情解決責任者の設置、苦

情受付担当者の設置、第三者委員の設置）が整

備されている。 

□苦情解決の仕組みをわかりやすく説明した

掲示物が掲示され、資料を保護者等に配布し説

明している。 

□苦情記入カードの配布やアンケート（匿名）

を実施するなど、保護者等が苦情を申し出しや

すい工夫を行っている。 

□苦情内容については、受付と解決を図った記

録を適切に保管している。 

□苦情内容に関する検討内容や対応策につい

ては、保護者等に必ずフィードバックしてい

る。 

□苦情内容及び解決結果等は、苦情を申し出た

保護者等に配慮したうえで、公表している。 

□苦情相談内容にもとづき、保育の質の向上に

関わる取組が行われている。 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

A 

・苦情解決の仕組みについては、園のしおりや重要事

項説明書等に記載されています。苦情受付担当者を主

任とし、苦情解決責任者を園長としています。また、

2 名の第三者委員を設置し、連絡先を合わせて記載し

ています。苦情解決の仕組みについては、園内にも掲

示されています。 

・保護者等が苦情を申し出しやすい工夫の一環とし

て、意見箱を設置しています。苦情内容については受

付と解決を図った記録を、苦情・相談報告書に記載し、

適切に保管されています。 

・子どもの遊びの様子やオムツの使用状況等につい

て、保護者から申し出があったことが挙げられます。

その際は、申し出た保護者等に配慮した上で、個別に

具体的な改善策等を伝えています。 

35 保護者が相談や意見を述べやす

い環境を整備し、保護者等に周知して

いる。 

□保護者が相談したり意見を述べたりする際

に、複数の方法や相手を自由に選べることをわ

 

 

 

 

・保護者が相談したり意見を述べる窓口として、苦情

受付担当者である主任や苦情解決責任者である園長

の他に、第三者委員や各都道府県に設置された運営適

正化委員会等があることを、園のしおりや重要事項説

明書等に記載し、説明しています。また、苦情解決の
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かりやすく説明した文書を作成している。 

□保護者等に、その文章の配布やわかりやすい

場所に掲示する等の取組を行っている。 

□相談をしやすい、意見を述べやすいスペース

の確保等の環境に配慮している。 

A A 
仕組みについては、園内に掲示されています。 

・保護者が相談しやすく、意見を述べやすいよう、使

用していない部屋を確保するなど、環境に配慮をして

います。 

36 保護者からの相談や意見に対し

て、組織的かつ迅速に対応している。 

□職員は、日々の保育の提供において、保護者

が相談しやすく意見を述べやすいように配慮

し、適切な相談対応と意見の傾聴に努めてい

る。 

□意見箱の設置、アンケートの実施等、保護者

の意見を積極的に把握する取組を行っている。 

□相談や意見を受けた際の記録の方法や報告

の手順、対応策の検討等について定めたマニュ

アル等を整備している。 

□職員は、把握した相談や意見について、検討

に時間がかかる場合に状況を速やかに説明す

ることを含め迅速な対応を行っている。 

□意見等にもとづき、保育の質の向上に関わる

取組が行われている。 

□対応マニュアル等の定期的な見直しを行っ

ている。 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

A 

・保護者が相談しやすく意見を述べやすいよう、登園

時または降園時には担任が保護者と直接対応できる

よう配慮しています。また、日々の連絡ノートを通し

て、適切な相談対応と意見の傾聴に努めています。 

・相談や意見を受けた際の対応については、保育業務

マニュアル内に、「登園時の保護者対応の方法」や「降

園時の保護者対応の方法」が整備され、実施されてい

ます。また、園長は日ごろから、相談を受けた際は必

ず園長に報告するよう、職員に周知しています。 

・保護者からの意見として、持ち物の入れ間違いに関

する内容がありました。その際に、職員会議等で検討

し、子どもたちが持ち物等を片づけた後の最終確認は

必ず職員が行うという対策を講じ、保育の質の向上へ

の取り組みの一環となりました。 

・保育業務マニュアルについては、必要に応じて職員

会議等を通して、具体的な事例と照らし合わせ、見直

しが実施されています。 

（５） 安心・安全な福祉サービスの

提供のための組織的な取組が行われ

ている 

37 安心・安全な福祉サービスの提

供を目的とするリスクマネジメント

体制が構築されている。 

□リスクマネジメントに関する責任者の明確

化（リスクマネジャーの選任・配置）、リスク

マネジメントに関する委員会を設置するなど

の体制を整備している。 

□事故発生時の対応と安全確保についての責

任、手順（マニュアル）等を明確にし、職員に

周知している。 

□子どもの安心と安全を脅かす事例の収集が

積極的に行われている。 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

A 

・リスクマネジメントに関する内容については、危機

対応マニュアルが整備され、園内研修等を通して、職

員の理解を深めるとともに、各職員にマニュアルを配

布し、周知を図っています。 

・子どもの安心と安全を脅かす事例については、ヒヤ

リ・ハットを記載し、職員会議等で共有しています。

また、月に 1 回実施される全体職員会議では、事前に

各クラスの担当者が、クラス内におけるヒヤリ・ハッ

トに関する内容を記載し、全職員で共有する体制が整

えられています。共有された内容については、改善

策・再発防止策が検討され、実施につなげています。 
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□収集した事例をもとに、職員の参画のもとで

発生要因を分析し、改善策・再発防止策を検

討・実施する等の取組が行われている。 

□職員に対して、安全確保・事故防止に関する

研修を行っている。 

□事故防止策等の安全確保策の実施状況や実

効性について、定期的に評価・見直しを行って

いる。 

38 感染症の予防や発生時における

子どもの安全確保のための体制を整

備し、取組を行っている。 

□感染症対策について、責任と役割を明確にし

た管理体制が整備されている。 

□感染症の予防と発生時等の対応マニュアル

等を作成し、職員に周知徹底している。 

□担当者等を中心にして、定期的に感染症の予防

や安全確保に関する勉強会等を開催している。 

□感染症の予防策が適切に講じられている。 

□感染症の発生した場合には対応が適切に行

われている。 

□感染症の予防と発生時等の対応マニュアル

等を定期的に見直している。 

□保護者への情報提供が適切になされている。

（保育所） 

 

 

 

A 

 

 

 

A 

・感染症対策については、感染症マニュアルや新型コ

ロナウイルス感染症マニュアル等で明確にされ、職員

に周知しています。また、行政からの指導や、法人の

指示に沿って、感染症対策が適切に講じられていま

す。 

・感染症に関する園内研修や法人主催の研修等を通し

て、定期的に感染症の予防や安全確保に関する勉強会

が行われています。 

・感染症の予防策として、検温をはじめ、消毒や手洗

いの徹底が行われています。 

・保護者への情報提供として、保健だよりにて、今後

流行り始める感染症や具体的な予防策等を伝えるな

ど、適切な情報提供が行われています。 

 

39 災害時における子どもの安全確

保のための取組を組織的に行ってい

る。 

□災害時の対応体制が決められている。 

□立地条件等から災害の影響を把握し、建物・

設備類、保育を継続するために必要な対策を講

じている。 

□子ども、保護者及び職員の安否確認の方法が

決められ、すべての職員に周知されている。 

□食料や備品類等の備蓄リストを作成し、管理

者を決めて備蓄を整備している。 

□防災計画等整備し、地元の行政をはじめ、消

防署、警察、自治会、福祉関係団体等と連携す

るなど、体制をもって訓練を実施している。 

 

 

 

A 

 

 

 

A 

・災害時の対応体制については、緊急対応マニュアル

に記載されています。マニュアルでは、フローチャー

トが使用され、緊急時の対応が分かりやすく示されて

います。 

・子ども、保護者及び職員の安否確認は、キッズリー

連絡アプリと呼ばれる電子媒体を通して行うことに

なっており、全職員に周知されています。また、年に

1 回、引き渡し訓練を実施し、災害時の連絡体制等に

ついて保護者と共有する機会を設けています。 

・食料や備品類等の備蓄リストを作成し、担当職員及

び調理師が管理者となり、備蓄を整備しています。 

・地域の消防署の方を園に招いて、消火訓練の指導を

受けたり、警察署の方を招いて、さすまた等を使用し

た不審者対応訓練等に取り組んでいます。 
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２ 福祉サービスの質の確保 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 提供する福祉サービスの標準

的な実施方法が確立している 

40 保育について標準的な実施方法

が文書化され保育が提供されている。 

□標準的な実施方法が適切に文書化されてい

る。 

□標準的な実施方法には、子どもの尊重、プラ

イバシーの保護や権利擁護に関わる姿勢が明

示されている。 

□標準的な実施方法について、研修や個別の指

導等によって職員に周知徹底するための方策

を講じている。 

□標準的な実施方法にもとづいて実施されて

いるかどうかを確認する仕組みがある。 

□標準的な実施方法により、保育実践が画一的

なものとなっていない。（保育所） 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

A 

 

・標準的な実施方法については、子どもの尊重、プラ

イバシーの保護や権利擁護に関わる姿勢等を含め、保

育業務マニュアルに、各保育内容ごとに詳細に記載さ

れています。各保育内容ごとのマニュアルは、teach 

me biz というシステムを利用し、各部屋に設置されて

いるスマートフォンを使用して、全職員がすぐに確認

できる体制になっています。 

・標準的な実施方法については、園内研修や、法人の

バイブルである「れもんのこころ」や、法人の保育内

容が記載された「TACTICS」に関する研修が行われ、

職員に周知徹底しています。 

・標準的な実施方法にもとづいて実施されているかど

うかについては、職員会議等を通して振り返るととも

に、日案や週案、月間指導計画等の各種指導計画を通

して確認する仕組みがあります。また年に 2 回実施さ

れる園長面談により、各職員の取り組み状況等を確認

しています。 

・標準的な実施方法により、保育実践が画一的なもの

とならないよう、子どもたち一人ひとりの発達につい

て、担任や遅番担当の職員など、子どもに関わる職員

のさまざまな視点を共有し、個別指導計画を作成し実

践しています。 

41 標準的な実施方法について見直

しをする仕組みが確立している。 

□保育の標準的な実施方法の検証・見直しに関

する時期やその方法が組織で定められている。 

□保育の標準的な実施方法の検証・見直しが定

期的に実施されている。 

□検証・見直しにあたり、指導計画の内容が必

要に応じて反映されている。 

□検証・見直しにあたり、職員や保護者等から

の意見や提案が反映されるような仕組みにな

っている。 

 

 

 

A 

 

 

 

A 

・保育の標準的な実施方法については、園の実情に合

わせ、見直しを行っています。 

・検証・見直しにあたっては、日々の職員会議や月に

1 回実施される全体職員会議等で得られた職員の意見

を反映するとともに、行事後の保護者アンケートから

得られた、保護者の意見等も考慮する仕組みになって

います。 
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（２） 適切なアセスメントにより福

祉サービス実施計画が策定されてい

る 

42 アセスメントにもとづく指導計

画を適切に策定している。 

□指導計画策定の責任者を設置している。 

□アセスメント手法が確立され、適切なアセス

メントが実施されている。 

□さまざまな職種の関係職員、必要に応じて保

育所以外の関係者が参加して、アセスメント等

に関する協議を実施している。 

□全体的な計画にもとづき、指導計画が策定さ

れている。（保育所） 

□子どもと保護者等の具体的なニーズ等が、個

別の指導計画等に明示されている。（保育所） 

□計画の策定にあたり、さまざまな職種の関係

職員、必要に応じて保育所以外の関係者が参加

しての合議、保護者の意向把握と同意を含んだ

手順を定めて実施している。 

□指導計画にもとづく保育実践について、振返

りや評価を行う仕組みが構築され、機能してい

る。（保育所） 

□支援困難ケースへの対応について検討し、積

極的かつ適切な保育の提供が行われている。 

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

A 

・指導計画は各担任が作成し、園長が責任者になって

います。 

・入園前は、園長が保護者との個別面談を行い、その

際の子どもの様子を記入するプロフィールシートや

家庭状況を把握する、児童家庭調査票等を通して、適

切なアセスメントにつなげています。また、在園児に

対しては、健康、人間関係、環境、言葉、表現の 5 領

域ごとに、一人ひとりの発達状況を記載し、アセスメ

ントを行うとともに、必要に応じて区の療育担当とア

セスメント等に関する協議を実施しています。 

・全体的な計画にもとづき、各種指導計画が作成され

ています。個別指導計画は、離乳食やトイレトレーニ

ング等、子どもと保護者の具体的なニーズ等も反映さ

せ作成しています。 

・各種指導計画にもとづく保育実践については、日々

の職員会議をはじめ、月に 1 回の全体職員会議や時間

給職員会議等を通して、振返りや評価を行う仕組みが

構築され、機能しています。 

・支援困難なケースについては、日々の職員会議等で

共有されるとともに、月に 1 回実施される全体職員会

議では、事前に各クラスの担当が支援が必要な子ども

への具体的な様子について記載し、職員全体で共有を

図っています。 

43 定期的に指導計画の評価・見直

しを行っている。 

□指導計画の見直しについて、見直しを行う時

期、検討会議の参加職員、保護者の意向把握と

同意を得るための手順等、組織的な仕組みを定

めて実施している。 

□見直しによって変更した指導計画の内容を、

関係職員に周知する手順を定めて実施してい

る。 

□指導計画を緊急に変更する場合の仕組みを

整備している。 

□指導計画の評価・見直しにあたっては、標準

的な実施方法に反映すべき事項、子ども・保護

者のニーズ等に対する保育・支援が十分ではな

 

 

 

A 

 

 

 

A 

・指導計画の見直しについては、週案、月間指導計画

等、各種指導計画に応じて見直しを行う時期が定めら

れ、実施されています。 

・見直しによって変更した指導計画の内容について

は、クラス会議等を通して報告し、関係職員に周知す

る手順を定めて実施しています。また、指導計画を緊

急に変更する場合については、園長が最終確認をする

仕組みになっています。 

・指導計画の評価・見直しの内容は、クラスの担当者

間で共有され、次の指導計画の作成に生かしていま

す。 
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い状況等、保育の質の向上に関わる課題等が明

確にされている。 

□評価した結果を次の指導計画の作成に生か

している。（保育所） 

（３） 福祉サービス実施の記録が適

切に行われている 

44 子どもに関する保育の実施状況

の記録が適切に行われ、職員間で共有

化されている。 

□子どもの発達状況や生活状況等を、保育所が

定めた統一した様式によって把握し記録して

いる。 

□個別の指導計画等にもとづく保育が実施さ

れていることを記録により確認することがで

きる。 

□記録する職員で記録内容や書き方に差異が

生じないように、記録要領の作成や職員への指

導等の工夫をしている。 

□保育所における情報の流れが明確にされ、情

報の分別や必要な情報が的確に届くような仕

組みが整備されている。 

□情報共有を目的とした会議の定期的な開催

の取組がなされている。 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

A 

・子どもの発達状況や生活状況等については、個別指

導計画書、個人記録、保育日誌、健康記録、連絡帳等

の園が定めた統一した様式によって把握し記録して

います。 

・個別の指導計画には、子どもの姿を踏まえたねらい

と内容が記載されるとともに、具体的な環境構成及び

保育者の配慮と家庭との連携が記載されています。ま

た、一人ひとりのねらいと内容に沿った振り返りが記

載され、個別の指導計画等にもとづく保育が実施され

ていることを記録により確認することができます。 

・記録する職員で記録内容や書き方に差異が生じない

よう、園長は各種指導計画等の提出書類について、保

育所保育指針に沿った内容であるかどうかを確認し、

指針に合わせた内容を記載できるよう指導等の工夫

をしています。 

・子どもの登園状況や、子どもの様子については、ワ

ークチャットと呼ばれる、園内のすべての人をつなぐ

コミュニケーションツールを使用し、職員間で共有し

ており、必要な情報が的確に届くような仕組みが整備

されています。 

・情報共有を目的とした会議として、毎日の職員会議

や、月 1 回の全体職員会議、時間給職員会議、その他

全体会議などが定期的に開催されています。 

45 子どもに関する記録の管理体制

が確立している。 

□個人情報保護規程等により、子どもの記録の

保管、保存、廃棄、情報の提供に関する規定を

定めている。 

□個人情報の不適正な利用や漏えいに対する

対策と対応方法が規定されている。 

□記録管理の責任者が設置されている。 

□記録の管理について個人情報保護の観点か

ら、職員に対し教育や研修が行われている。 

□職員は、個人情報保護規程等を理解し、遵守

 

 

A 

 

 

A 

・個人情報に関する規定が定められ、子どもの記録の

保管、保存、廃棄、情報の提供等が適切に講じられて

います。 

・個人情報が記載された書類等は鍵付きの書庫に保管

され、使用の際は事務室で使用することになっていま

す。また、園長のみが使用する資料については、園長

専用の書庫で保管されています。 

・園で使用するパソコンにはすべてパスワードが設定

され、個人情報の不適正な利用や漏えいに対する対策

と対応方法が講じられています。 

・個人情報保護規程等については、職員会議で共有さ
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している。 

□個人情報の取扱いについて、保護者等に説明

している。 

れるとともに、法人主催の研修にて教育が行われてい

ます。 

・個人情報の取扱いについては、入園時に園のしおり

や重要事項説明書等を使用して、保護者に説明し同意

を得ています。 
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内容評価基準（20 項目）A－Ⅰ 保育内容 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

A－１－(１)  全体的な計画の作成

1．保育所の理念、保育の方針や目標

に基づき、子どもの心身の発達や家庭

及び地域の実態に応じて全体的な計

画を作成している。 

□全体的な計画は、児童憲章、児童の権利に関

する条約、児童福祉法、保育所保育指針などの

趣旨をとらえて作成している。 

□全体的な計画は、保育所の理念、保育の方針

や目標に基づいて作成している。 

□全体的な計画は、子どもの発達過程、子ども

と家庭の状況や保育時間、地域の実態などを考

慮して作成している。 

□全体的な計画は、保育に関わる職員が参画し

て作成している。 

□全体的な計画は、定期的に評価を行い、次の

作成に生かしている。 

 

 

 

A 

 

 

 

 

B 

 

 

・全体的な計画の骨子は、法人が作成し、地域支援や

連携、保育における必要な配慮・工夫等については、

園内で実施する、職員アンケート等で得られた各職員

の意見を取り入れるなど、園の実態を考慮し作成して

います。作成の際は、保育に関わる職員が参加し作成

しています。今後は、各年齢ごとの保育目標や、園の

実情に合わせた年齢ごとの内容を職員会議等で共有

し、作成されることが望まれます。 

・全体的な計画は、行政監査後に定期的に評価を行い、

次の作成に生かしています。一例として、保育におけ

る必要な配慮・工夫の項目にある、「在園時間が異な

る園児への配慮」の項目を設け、具体的な内容の記載

につなげました。 

 

 

 

 

 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

A－１－(２)  環境を通して行う保

育、養護と教育の一体的展開 

2．生活にふさわしい場として、子ど

もが心地よく過ごすことのできる環

境を整備している。 

□室内の温度、湿度、換気、採光、音などの環

境は、常に適切な状態に保持している。 

□保育所内外の設備・用具や寝具の衛生管理に

努めている。 

□家具や遊具の素材、配置等の工夫をしてい

る。 

□一人ひとりの子どもが、くつろいだり、落ち

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

A 

 

 

・保育所内外の設備・用具や寝具の衛生管理について

は、チェック表や衛生管理点検表を使用し、衛生管理

に努めています。チェック表には、日々の衛生管理の

他に、土曜日に実施するエアコン清掃や布団カバー等

の掃除についても項目があり、適切な管理を実施して

います。 

・一人ひとりの子どもが、くつろいだり、落ち着ける

場所として、保育室にはソファーやラグ、また置き畳

などが設置され、ゆったりと過ごせるよう配慮してい

ます。また、遊びの種類ごとにコーナーが配置され、

十分に遊び込める環境づくりにも配慮されています。

このような環境設定は、子どもの体調や興味に応じて
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着ける場所がある。 

□食事や睡眠のための心地よい生活空間が確

保されている。 

□手洗い場、トイレは、明るく清潔で、子ども

が利用しやすい設備を整え、安全への工夫がさ

れている。 

配置換え等の工夫をしています。 

・食事や睡眠のための心地よい生活空間の確保とし

て、各クラスごとの食事のスペースと午睡のスペース

を分け、一人ひとりの生活リズムに合わせて過ごせる

よう配慮しています。 

 

3．一人ひとりの子どもを受容し、子

どもの状態に応じた保育を行ってい

る。 

□子どもの発達と発達過程、家庭環境等から生

じる一人ひとりの子どもの個人差を十分に把

握し、尊重している。 

□子どもが安心して自分の気持ちを表現でき

るように配慮し、対応している。 

□自分を表現する力が十分でない子どもの気

持ちをくみとろうとしている。 

□子どもの欲求を受け止め、子どもの気持ちに

そって適切に対応している。 

□子どもに分かりやすい言葉づかいで、おだや

かに話している。 

□せかす言葉や制止させる言葉を不必要に用

いないようにしている。 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

A 

・一人ひとりの子どもの個人差については、日々の職

員会議や、月に 1 回実施される全体職員会議等で共有

され、個別の指導計画に反映し、実践につなげていま

す。 

・子どもが安心して自分の気持ちを表現できるよう、

乳児の育児担当保育を行っています。保育者との 1 対

1 の関わりや少人数での関わりを通して、一人ひとり

の子どもの想いを丁寧に受け止め、応答的な対応がで

きるよう配慮しています。 

・子どもの欲求を受け止め、子どもの気持ちにそって

適切な対応ができるよう、見守る保育を実践していま

す。見守る保育では、子どもたちが集中して遊んでい

る際は、保育者は遊びには入らずに傍で見守り、安全

な環境の中で、十分に遊び込めるよう配慮していま

す。 

・子どもへの話し方や言葉づかいに配慮しています。

話し方については、遠くから大きな声で話しかけるの

ではなく、子どもの側で話しかけるようにしていま

す。言葉づかいについては、「早く」や「みんな」な

どの言葉は使わず、個々のペースに合わせて、興味に

応じた言葉を選び伝えることで、一人ひとりの気持ち

を引き出せるよう配慮しています。 

4．子どもが基本的な生活習慣を身に

つけることができる環境の整備、援助

を行っている。 

□一人ひとりの子どもの発達に合わせて、生活

に必要な基本的な生活習慣を身につけられる

よう配慮している。 

□基本的な生活習慣の習得にあたっては、子ど

もが自分でやろうとする気持ちを尊重して援

助を行っている。 

□基本的な生活習慣の習得にあたっては、強制

 

 

 

A 

 

 

 

A 

・一人ひとりの子どもの発達に合わせて、生活に必要

な基本的な生活習慣を身につけられるよう、家庭との

連携を大切にしています。日々の連絡帳や送迎の際の

コミュニケーションを通して、園での様子と家庭での

様子の共有を図っています。 

・生活習慣の習得にあたっては、子どもの主体性を尊

重し、年齢に応じた関わりをすることで、自ら取り組

めるよう配慮しています。一例として、着脱について

は 0 歳児であれば、靴下等を自分で持ってくることか

ら始まり、年齢が上がるにつれて、自分で脱ぐことか
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することなく、一人ひとりの子どもの主体性を

尊重している。 

□一人ひとりの子どもの状態に応じて、活動と

休息のバランスが保たれるように工夫してい

る。 

□基本的な生活習慣を身につけることの大切

さについて、子どもが理解できるように働きか

けている。 

ら着ることに移行し、3 歳児では立って靴を履くなど、

年齢ごとに段階を踏んだ関わりを実践しています。ま

た、食事の際は、子どもの主体性を尊重し、一斉に食

事を摂るのではなく、個々のペースでゆったりと食事

が摂れるよう配慮しています。3 歳児以上は、給食が

専用のワゴンで運ばれてくると、一人ひとりの子ども

が、ワゴンから給食をテーブルに配膳し、自分のペー

スで食事を摂り、挨拶を終え、食器を片付けています。

これらの生活習慣への取り組みについては、子どもの

様子も踏まえ、保護者にも伝えることで、主体性を尊

重した生活習慣の習得につなげています。 

5．子どもが主体的に活動できる環境

を整備し、子どもの生活と遊びを豊か

にする保育を展開している。 

□子どもが自主的・自発的に生活と遊びができ

る環境を整備している。 

□子どもが自発性を発揮できるよう援助して

いる。 

□遊びの中で、すすんで身体を動かすことがで

きるよう援助している。 

□戸外で遊ぶ時間や環境を確保している。 

□生活と遊びを通して、友だちなどと人間関係

が育まれるよう援助している。 

□子どもたちが友だちと協同して活動できる

よう援助している。 

□社会的ルールや態度を身につけていくよう

配慮している。 

□身近な自然とふれあうことができるよう工

夫している。 

□地域の人たちに接する機会、社会体験が得ら

れる機会を設けている。 

□様々な表現活動が自由に体験できるよう工

夫している。 

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

A 

・各クラスにおいては、子どもの発達や興味に応じた

遊びの種類毎にコーナーを設定し、子どもが自主的・

自発的に遊び込めるよう環境を整備しています。 

・遊びの中で、すすんで身体を動かすことができるよ

う、日ごろから跳び箱やマット、縄跳び等の活動を行

うとともに、2 歳児以上を対象として、外部講師を招

いた体操教室を月に 2~3 回実施しています。 

・戸外で遊ぶ時間の確保として、週に 3~4 回程度の散

歩を取り入れるとともに、園庭で遊ぶ時間を確保して

います。園庭は、1 階と屋上にあります。1 階の園庭

には人工芝が敷かれ、乳児用の丸太吊り橋が設置され

ているなど、乳児の発達に合わせた環境が設定されて

います。3 階の園庭には、木製の斜面をロープを使っ

て登るアスレチック遊具や雲梯、また三輪車や竹馬、

縄跳びなど幼児の発達に合わせた環境が設定されて

います。 

・身近な自然と触れ合うことができるよう、園庭で季

節に応じた植物を育てるとともに、室内では、カブト

ムシやドジョウ、メダカなどの飼育に取り組んでいま

す。 

・様々な表現活動が自由に体験できるよう、製作コー

ナーを設置し、製作で使用する道具や素材を整えてい

ます。また、文字に興味を持った子どもが自由に文字

で表現できるよう、ひらがなの書き方を示した掲示と

ともに、手紙等を自由に書ける環境設定も行っていま

す。 
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6．乳児保育（0 歳児）において、養

護と教育が一体的に展開されるよう

適切な環境を整備し、保育の内容や方

法に配慮している。 

□0 歳児が、長時間過ごすことに適した生活と

遊び及び環境への工夫がされている。 

□0 歳児が、安心して、保育士等と愛着関係（情

緒の安定）が持てるよう配慮している。 

□子どもの表情を大切にし、応答的な関わりを

している。 

□0 歳児が、興味と関心を持つことができる生

活と遊びへの配慮がされている。 

□0 歳児の発達過程に応じて、必要な保育を行

っている。 

□0 歳児の生活と遊びに配慮し、家庭との連携

を密にしている。 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

A 

・0 歳児が、長時間過ごすことに適した生活への配慮

として、食事のスペースを仕切り、保育者と 1 対 1 で

落ち着いて食事が摂れるよう配慮しています。床暖房

の機能を備えた室内には、置き畳やクッションなどが

置かれ、ゆったりと過ごせる環境が整っています。ま

た、室内からすぐに園庭に出ることが可能であり、子

どもの欲求に応じて戸外での活動が取り入れやすい

環境になっています。 

・子どもが、安心して保育者等と愛着関係が持てるよ

う、育児担当保育を実践しています。育児担当保育で

は、食事の介助等も含め、保育者との 1 対 1 の関わり

や少人数での関わりを大切にし、あたたかく応答的な

言葉や共感的な態度で接しています。 

・発達過程に応じた保育実践として、月齢差や個々の

興味に応じた環境設定に取り組んでいます。室内に

は、安全面に配慮された、クッション性の段差がある

遊具などが置かれ、発達に応じた粗大運動を楽しめる

よう配慮されています。また、子どもの興味に応じた

手作り玩具等も設定されています。 

7．1 歳以上 3 歳未満児の保育におい

て、養護と教育が一体的に展開される

よう適切な環境を整備し、保育の内容

や方法に配慮している。 

□一人ひとりの子どもの状況に応じ、子どもが

自分でしようとする気持ちを尊重している。 

□探索活動が十分に行えるような環境を整備

している。 

□子どもが安定して遊びを中心とした自発的

な活動ができるよう、保育士等が関わってい

る。 

□子どもの自我の育ちを受け止め、保育士等が

適切な関わりをしている。 

□保育士等が、友だちと関わりの仲立ちをして

いる。 

□様々な年齢の子どもや、保育士以外の大人と

の関わりを図っている。 

□一人ひとりの子どもの状況に応じ、家庭と連

携した取組や配慮がされている。 

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

A 

・子どもたちが自分でしようとする気持ちを大切にし

ています。一例として、生活面では、子どもたちが自

分で着脱がしやすいよう、トイレ付近に着脱用の椅子

を設置するなどの環境を整えています。 

・子どもが安定して遊びを中心とした自発的な活動が

できるよう、遊びの種類ごとにコーナーを設定してい

ます。ごっこ遊びのコーナーやつまむ・入れるなどの

手先を使って遊ぶコーナーなど、子どもたちは自由に

玩具を取り出して遊ぶことができる環境になってい

ます。玩具棚は子どもが使用しやすい高さであるとと

もに、子どもが片付けやすいよう、各玩具の置き場所

には玩具の写真が貼られています。また、室内にはご

ざや絨毯、置き畳などが設置されているとともに、家

庭的な照明器具や天蓋なども設定され、1 日を通して

家庭的な雰囲気の中で、ゆったりと過ごせるよう配慮

されています。 

・保育者は子どもの目線になって、一緒に遊ぶことを

大切にしています。また、遊びの中で、模倣遊びや音

楽遊びなど発達段階に即した遊びを取り入れるよう、
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配慮しています。 

・自我の芽生えについては、自分でやりたいという気

持ちを十分に受け止めた上で、代弁することや適切な

タイミングで言葉がけすることなどに配慮していま

す。また、職員間で連携し、保育者が一人ひとりの子

どもとじっくりと関わることができるよう配慮して

います。 

8．3 歳以上児の保育において、養護

と教育が一体的に展開されるよう適

切な環境を整備し、保育の内容や方法

に配慮している。 

□3 歳児の保育に関して、集団の中で安定しな

がら、遊びを中心とした興味関心のある活動に

取り組めるような環境を整え、保育士等が適切

に関わっている。 

□4 歳児の保育に関して、集団の中で自分の力

を発揮しながら、友だちとともに楽しみながら

遊びや活動に取り組めるような環境を整え、保

育士等が適切に関わっている。 

□5 歳児の保育に関して、集団の中で一人ひと

りの子どもの個性が活かされ、友だちと協力し

て一つのことをやり遂げるといった遊びや活

動に取り組めるような環境を整え、保育士等が

適切に関わっている。 

□子どもの育ちや取り組んできた協同的な活

動等について、保護者や地域・就学先の小学校

等に伝える工夫や配慮がされている。 

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

A 

・3 歳児では、集団の中で安定しながら、遊びを中心

とした興味関心のある活動に取り組めるよう、個々へ

の対応を大切にしています。生活や遊びにおいて、

個々への対応をする中で、一人ひとりのペースに合わ

せて徐々に自立した活動に取り組めるよう配慮して

います。また、発達段階で見られる、言葉の獲得やル

ールを守る気持ちの芽生えに配慮した関わりを大切

にしています。 

・4 歳児では、集団の中で、相手を受け入れたり、自

分の気持ちを伝えられるよう、保育者が必要に応じて

仲立し、友だちとともに楽しみながら遊びや活動に取

り組めるよう配慮しています。また友だちとイメージ

を共有して遊ぶことができるよう、必要な素材を用意

したり、各コーナー遊びの設定を変えることなどにも

配慮しています。 

・5 歳児では、遊びの中で創意工夫し、友だちと協力

して生活や遊びに取り組めるような環境づくりに配

慮しています。生活面では、食事の配膳の手伝い等を

行う当番活動を取り入れています。また、遊びの面で

は文字や数字、異文化の国旗など年齢に応じた遊びの

環境を整えるとともに、子どもたちでビー玉を転がす

ルートを作り、上手に転がす遊びなど、プログラミン

グの要素を取り入れた玩具等も用意されています。さ

らに、友だちと協力して一つのことをやり遂げる機会

の一例として、発表会の際は、子どもたちで話し合い、

日ごろ遊んでいるぬり絵に描かれたお菓子の家を題

材に劇を演じることを決め、配役などの決定にも取り

組んでいます。 

・子どもの育ちや取り組んできた協同的な活動等につ

いては、活動の様子を写真と文章で説明した、ドキュ

メンテーションと呼ばれる記録を玄関に掲示してい
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ます。また、園だよりを近隣の小学校に送付し、就学

先の小学校等に伝える工夫や配慮がされています。敬

老の日には、例年祖父母参観を実施しています。今年

度は、コロナ禍の為実施できず、祖父母の方に向けて

日ごろの感謝をこめた、手紙を送る取り組みを行いま

した。 

9．障害のある子どもが安心して生活

できる環境を整備し、保育の内容や方

法に配慮している。 

□建物・設備など、障害に応じた環境整備に配

慮している。 

□障害のある子どもの状況に配慮した個別の

指導計画を作成し、クラス等の指導計画と関連

づけている。 

□計画に基づき、子どもの状況と成長に応じた

保育を行っている。 

□子ども同士の関わりに配慮し、共に成長でき

るようにしている。 

□保護者との連携を密にして、保育所での生活

に配慮している。 

□必要に応じて、医療機関や専門機関から相談

や助言を受けている。 

□職員は、障害のある子どもの保育について研

修等により必要な知識や情報を得ている。 

□保育所の保護者に、障害のある子どもの保育

に関する適切な情報を伝えるための取組を行

っている。 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

A 

・支援が必要な子どもについては、個別の指導計画を

作成し、月間指導計画等と関連づけています。また、

月に 1 回実施される全体職員会議では、各クラスの担

当者が支援が必要な子どもの様子について、状況と反

省、及び配慮事項をまとめ、全職員で共有しています。

さらに、気になる様子が見られる子どもについても、

日常の様子をまとめ、全体職員会議で共有していま

す。 

・保護者との連携については、園での具体的な関わり

や発達段階に応じた子どもの様子などについて、保護

者面談等を通して共有しています。 

・専門機関との連携として、区の発達支援員の巡回訪

問を通して、相談や助言を受けています。 

・職員は、区が主催する発達支援コーディネーターの

研修を受講するとともに、キャリアアップ研修の保護

者支援・子育て支援分野を受講し、障害のある子ども

の保育について研修等により必要な知識や情報を得

ています。研修で得られた内容については、職員会議

等で共有されています。 
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10．長時間にわたる保育のための環

境を整備し、保育の内容や方法に配慮

している。 

□1日の生活を見通して、その連続性に配慮し、

子ども主体の計画性をもった取組となってい

る。 

□家庭的でゆったりと過ごすことができる環

境を整えている。 

□子どもの状況に応じて、おだやかに過ごせる

ように配慮している。 

□年齢の異なる子どもが一緒に過ごすことに

配慮している。 

□保育時間の長い子どもに配慮した食事・おや

つ等の提供を行っている。 

□子どもの状況について、保育士間の引継ぎを

適切に行っている。 

□担当の保育士と保護者との連携が十分にと

れるように配慮している。 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

A 

・長時間にわたる保育については、全体的な計画に、

「保育時間が長時間になるので体調を確認し心の安

定と休息を考慮して個々に配慮を行う」ことが記載さ

れ、子ども主体の計画性をもった取り組みにつなげて

います。 

・ソファーの常設やラグなどを敷き、家庭的でゆった

りと過ごすことができるよう配慮されています。ま

た、遊びの種類ごとにコーナーを設け、一人ひとりの

子どもが自分のペースでゆったりと好きな遊びを楽

しめるよう配慮しています。 

・年齢の異なる子どもが一緒に過ごす際は、0，1 歳

児と 2~5 歳児が過ごす部屋を分けることで、安全面へ

の配慮及び各年齢ごとの発達に応じた遊びの環境づ

くりを実践しています。 

・職員間の引き継ぎについては、1 階の 0，1 歳児、2

階の 2~5 歳児ごとに専用の引き継ぎノートを使用し、

文書と口頭で適切に引継ぎを行っています。 

・シフト等を調整し、可能な範囲で担当の職員が保護

者対応できるよう配慮しています。また、連絡ノート

で日中の様子を伝えるとともに、早番・遅番担当の職

員に日中の子どもの様子を引き継ぐことで、保護者と

の連携が十分にとれるよう配慮しています。 

11．小学校との連携、就学を見通し

た計画に基づく、保育の内容や方法、

保護者との関わりに配慮している。 

□計画の中に小学校との連携や就学に関連す

る事項が記載され、それに基づいた保育が行わ

れている。 

□子どもが、小学校以降の生活について見通し

を持てる機会が設けられている。 

□保護者が、小学校以降の子どもの生活につい

て見通しを持てる機会が設けられている。 

□保育士等と小学校教員との意見交換、合同研

修を行うなど、就学に向けた小学校との連携を

図っている。 

□施設長の責任のもとに関係する職員が参画

し、保育所児童保育要録を作成している。 

 

 

 

A 

 

 

 

A 

・全体的な計画には、小学校連携の項目が設けられ、

連携校との交流の実施について記載されています。ま

た、就学に関連する事項については、全体的な計画の

6 歳の欄を就学前として、保育目標及び健康、人間関

係、環境、言葉、表現についてそれぞれ具体的なねら

いが記載されています。 

・子どもが、小学校以降の生活について見通しを持て

るよう、年間を通した小学校との交流についての計画

を作成しています。計画にもとづき、小学校の場所の

確認や小学校見学等を行い、見学後は小学校へ手紙を

書くなどの取り組みも行っています。これらの取り組

みについては、クラスだよりや見学の際の写真と文書

を掲示することで、保護者が、小学校以降の子どもの

生活について見通しを持てる機会にもつながってい

ます。 

・就学に向けた小学校との連携として、1 年生の担当



39 

 

教諭と、年長児の子どもの様子について共有する機会

を設けています。 

A－１－(３)  健康管理 

12．子どもの健康管理を適切に行っ

ている。 

□子どもの健康管理に関するマニュアルがあ

り、それに基づき一人ひとりの子どもの心身の

健康状態を把握している。 

□子どもの体調悪化・けがなどについては、保

護者に伝えるとともに、事後の確認をしてい

る。 

□子どもの保健に関する計画を作成している。 

□一人ひとりの子どもの健康状態に関する情

報を、関係職員に周知・共有している。 

□既往症や予防接種の状況など、保護者から子

どもの健康に関わる必要な情報が常に得られ

るように努めている。 

□保護者に対し、保育所の子どもの健康に関す

る方針や取組を伝えている。 

□職員に乳幼児突然死症候群（SIDS）に関す

る知識を周知し、必要な取組を行っている。 

□保護者に対し、乳幼児突然死症候群（SIDS）

に関する必要な情報提供をしている。 

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

A 

・子どもの健康に関するマニュアルとして、健康観察、

熱性けいれん、乳幼児突然死症候群(SIDS)、感染症対

策等に関連するマニュアルを整備し、それにもとづき

一人ひとりの子どもの心身の健康状態を把握してい

ます。 

・子どもの保健に関する計画として、乳児用、幼児用

の保健年間計画を作成しています。保健年間計画で

は、月ごとの目標、配慮・留意点、保健行事、保護者

への連絡、関わりとともに、年齢ごとの配慮点が記載

され、実施後の振り返りが行われています。 

・一人ひとりの子どもの健康状態については、登園時

の視診で確認し、日々の職員会議等で周知、共有して

います。また、予防接種の状況などについては、連絡

ノートを通して保護者から情報を得て、関係職員で共

有しています。 

・毎月の保健だよりを通して、感染症対策や、予防接

種後の登園は体への負担が大きいことなどを保護者

に伝えています。 

・職員は、乳幼児突然死症候群（SIDS）に関する研

修を受講しています。また、乳幼児突然死症候群

（SIDS）について記載された情報を玄関に掲示し、

保護者に対する情報提供に努めています。 

13．健康診断・歯科健診の結果を保

育に反映している。 

□健康診断・歯科健診の結果が記録され、関係

職員に周知されている。 

□健康診断・歯科健診の結果を保健に関する計

画等に反映させ、保育が行われている。 

□家庭での生活に生かされるよう保育に有効

に反映されるよう、健康診断・歯科健診の結果

を保護者に伝えている。 

 

 

A 

 

 

 

A 

 

・0，1 歳児を対象とした月に 1 回の乳児健診、及び

2~5歳児を対象とした年に 2回の健康診断を実施して

います。また、0~5 歳児を対象とした年に 2 回の歯科

健診を行い、これらの健診結果を書面にて保護者に伝

えています。 

・健康診断・歯科健診の結果については、乳児用、幼

児用で作成されている保健年間計画の各年齢の配慮

事項に反映させ、歯の磨き方の個別指導等を実施して

います。 

14．アレルギー疾患、慢性疾患等の

ある子どもについて、医師からの指示

を受け適切な対応を行っている。 

□アレルギー疾患のある子どもに対して、「保

育所におけるアレルギー対応ガイドライン」を

 

 

 

 

・アレルギー疾患のある子どもに対しては、アレルギ

ー児マニュアルをもとに、状況に応じた適切な対応を

行っています。 

・食事の提供の際は、調理の段階から専用の器具を使

用するとともに、専用の食器に盛り付け、配膳します。
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もとに、子どもの状況に応じた適切な対応を行

っている。 

□慢性疾患等のある子どもに対して、医師の指

示のもと、子どもの状況に応じた適切な対応を

行っている。 

□保護者との連携を密にして、保育所での生活

に配慮している。 

□食事の提供等において、他の子どもたちとの

相違に配慮している。 

□職員は、アレルギー疾患、慢性疾患等につい

て研修等により必要な知識・情報を得たり、技

術を習得している。 

□他の子どもや保護者にアレルギー疾患、慢性

疾患等についての理解を図るための取組を行

っている。 

 

A 

 

 

A 

 

配膳の際は、アレルギーチェック表を使用し、配膳担

当者が配膳します。給食室で提供内容を確認した際

に、配膳担当者が押印し、担当者が保育室で職員と提

供内容を確認した際にも、職員が押印するという仕組

みになっています。 

・職員は、法人が主催するアレルギー疾患等の研修を

受講し、必要な知識・情報を得たり、技術の習得に努

めています。 

 

A－１－(４)  食事 

15．食事を楽しむことができるよう

工夫をしている。 

□食に関する豊かな経験ができるよう、保育の

計画に位置づけ取組を行っている。 

□子どもが楽しく、落ち着いて食事をとれる環

境・雰囲気づくりの工夫をしている。 

□子どもの発達に合わせた食事の援助を適切

に行っている。 

□食器の材質や形などに配慮している。 

□個人差や食欲に応じて、量を加減できるよう

に工夫している。 

□食べたいもの、食べられるものが少しでも多

くなるよう援助している。 

□子どもが、食について関心を深めるための取

組を行っている。 

□子どもの食生活や食育に関する取組につい

て、家庭と連携している。 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

 

A 

 

 

・食に関する豊かな経験ができるよう、食育年間計画

書を立てています。計画書には、月ごとにみそパンつ

くりやカステラつくり、またうどんつくりなど季節の

行事に応じた活動内容とともに、調理方法が記載され

ています。また、食育の内容に関連した絵本が記載さ

れ、生活の中でより親しみをもって食育に取り組める

よう配慮されています。さらに、年齢ごとの食育計画

が立てられ、年度を 4 期に分けて、それぞれの期に応

じたねらいと、具体的な活動内容が記載されていま

す。 

・食べたいもの、食べられるものが少しでも多くなる

よう、また、子どもが食について関心を深められるよ

う栽培に取り組んでいます。バケツを使用したお米作

りや、オクラ、スイカ、レモンなどを育て、給食で提

供しています。 

・子どもの食生活や食育に関する取り組みについて、

毎月の食育だよりなどを通して、家庭との情報共有を

行っています。食育だよりでは、園で育てているお米

の収穫や、季節の旬の食材、また冬至など二十四節気

に関連する食べ物などについて紹介しています。 

16．子どもがおいしく安心して食べ

ることのできる食事を提供している。 

□一人ひとりの子どもの発育状況や体調等を

  
・離乳食等については、月齢に応じた、刻み方や硬さ

など、子どもの発育状況や体調等を考慮した、献立・

調理の工夫をしています。 
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考慮した、献立・調理の工夫をしている。 

□子どもの食べる量や好き嫌いなどを把握し

ている。 

□残食の調査記録や検食簿をまとめ、献立・調

理の工夫に反映している。 

□季節感のある献立となるよう配慮している。 

□地域の食文化や行事食などを取り入れてい

る。 

□調理員・栄養士等が、食事の様子を見たり、

子どもたちの話を聞いたりする機会を設けて

いる。 

□衛生管理の体制を確立し、マニュアルに基づ

き衛生管理が適切に行われている。 

 

A 

 

 

 

 

A 

 

 

 

・食べる量や好き嫌いなどについては、保護者に向け

て子どもの嗜好調査を実施しています。嗜好調査の結

果は、園での献立等に反映させています。また、調査

の結果については、朝食を食べているかなどの生活習

慣に関することや、子どもの好き・苦手な野菜や料理

をグラフやランキングにしてまとめ、保護者に伝えて

います。 

・残食の調査記録や検食簿をまとめ、本部に意見書を

提出しています。意見書の内容は、法人で一括して作

成している献立に反映されることもあります。 

・季節感のある献立となるよう、あじさい寒天や七草

うどんなどの献立を取り入れています。 

・調理員は、各クラスを巡回し子どもの食事の様子を

見たり、子どもたちの話を聞いたりする機会を設けて

います。また、食具の使い方なども確認しています。 

 

 

A－Ⅱ 子育て支援 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

A－２－(１)  家庭との緊密な連携 

17．子どもの生活を充実させるため

に、家庭との連携を行っている。 

□連絡帳等により家庭との日常的な情報交換

を行っている。 

□保育の意図や保育内容について、保護者の理

解を得る機会を設けている。 

□様々な機会を活用して、保護者と子どもの成

長を共有できるよう支援をしている。 

□家庭の状況、保護者との情報交換の内容を必

要に応じて記録している。 

 

 

A 

 

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

・日々の連絡ノートや送迎の際のコミュニケーション

を通じて、家庭との日常的な情報交換を行っていま

す。 

・保育の意図や保育内容についての保護者の理解を得

る機会として、毎日、活動の写真と文章を記載した、

ドキュメンテーションと呼ばれる記録を掲示してい

ます。掲示された内容はファイリングし玄関に常備す

ることで保護者がいつでも閲覧できるよう整備して

います。 

・保護者と子どもの成長を共有できる機会として、

日々の活動内容を伝えるとともに、例年、個人面談や

保育参観及びクラス別の懇談会等があります。また、

レモンスポーツと呼ばれる運動会や発表会等の、園の

行事があります。 

A－２－(２)  保護者等の支援 

18．保護者が安心して子育てができ

るよう支援を行っている。 

  
・送迎時の際は、可能な限り担任が保護者とコミュニ

ケーションを取れるよう配慮し、保護者との信頼関係

を築くよう取り組んでいます。 
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□日々のコミュニケーションにより、保護者と

の信頼関係を築くよう取組を行っている。 

□保護者等からの相談に応じる体制がある。 

□保護者の就労等の個々の事情に配慮して、相

談に応じられるよう取組を行っている。 

□保育所の特性を生かした保護者への支援を

行っている。 

□相談内容を適切に記録している。 

□相談を受けた保育士等が適切に対応できる

よう、助言が受けられる体制を整えている。 

A 

 

A 

 

・保護者等からの相談に応じる体制として、年に 1 回

の個人面談を実施するとともに、必要に応じて随時面

談を受け付けています。面談内容については、適切に

記録し関係職員の共通理解を図っています。 

・例年、夏祭りや保育参加、年度末のクラス別の懇談

会を通して、保護者同士が交流できる機会をつくるな

ど、保育所の特性を生かした保護者への支援に取り組

んでいます。 

・相談を受けた保育士等が適切に対応できるよう、必

要に応じて栄養士や園長に相談し、助言が受けられる

体制が整えられています。 

19．家庭での虐待等権利侵害の疑い

のある子どもの早期発見・早期対応及

び虐待の予防に努めている。 

□虐待等権利侵害の兆候を見逃さないように、

子どもの心身の状態、家庭での養育の状況につ

いて把握に努めている。 

□虐待等権利侵害の可能性があると職員が感

じた場合は、速やかに保育所内で情報を共有

し、対応を協議する体制がある。 

□虐待等権利侵害となる恐れがある場合には、

予防的に保護者の精神面、生活面の援助をして

いる。 

□職員に対して、虐待等権利侵害が疑われる子

どもの状態や行動などをはじめ、虐待等権利侵

害に関する理解を促すための取組を行ってい

る。 

□児童相談所等の関係機関との連携を図るた

めの取組を行っている。 

□虐待等権利侵害を発見した場合の対応等に

ついてマニュアルを整備している。 

□マニュアルに基づく職員研修を実施してい

る。 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

A 

・虐待等権利侵害の兆候を見逃さないよう、登園や着

替えの際の視診、また日中の子どもの様子を観察し、

子どもの心身の状態、家庭での養育の状況について把

握に努めています。 

・虐待等権利侵害の可能性があると職員が感じた場合

は、速やかに園長に報告し、職員会議等を通して情報

共有をするとともに、対応を協議する体制が整えられ

ています。 

・職員は、法人が主催する保護者対応等の研修を受講

するとともに、キャリアアップ研修の保護者支援・子

育て支援の分野の研修を受講することで、虐待等権利

侵害に関する理解を深めています。 

・関係機関との連携については、必要に応じて区役所

や市役所の担当課と連携するとともに、児童相談所と

連携する体制が整えられています。 

・虐待等権利侵害を発見した場合の対応等について

は、「虐待防止について」のマニュアルを整備してお

り、早期発見、通告の義務等について、職員の理解を

促すための取り組みにつなげています。 
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A－Ⅲ 保育の質の向上 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

A－３－(１)  保育実践の振り返り

（保育士等の自己評価） 

20．保育士等が主体的に保育実践の

振り返り（自己評価）を行い、保育実

践の改善や専門性の向上に努めてい

る。 

□保育士等が、記録や職員間の話し合い等を通

じて、主体的に自らの保育実践の振り返り（自

己評価）を行っている。 

□自己評価にあたっては、子どもの活動やその

結果だけでなく、子どもの心の育ち、意欲や取

り組む過程に配慮している。 

□保育士等の自己評価を、定期的に行ってい

る。 

□保育士等の自己評価が、互いの学び合いや意

識の向上につながっている。 

□保育士等の自己評価に基づき、保育の改善や

専門性の向上に取り組んでいる。 

□保育士等の自己評価を、保育所全体の保育実

践の自己評価につなげている。 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

 

 

 

A 

 

 

・日々の保育については、日案や週案、月間指導計画

等の各種指導計画を通して、一人ひとりの子どものね

らいや育ちを記述し、実践後の保育の振り返りを行っ

ています。 

・職員は年に 2 回の園長面談を通して、個人別目標カ

ード等を使用し目標の達成度について、自己評価を行

っています。また、年に 1 回、保育所保育指針に沿っ

た項目に対して、自身の保育実践を振り返り、自己評

価を行っています。 

・保育所全体の自己評価として、園長、主任及び各ク

ラスのリーダーが参加し、保育環境評価スケールに取

り組んでいます。自己評価の結果にもとづき、玩具の

配置や種類等は固定的な環境ではなく、その時期の子

どもの成長に合わせた配置の工夫や入れ替えなどを

行う取り組みにつながりました。また、製作活動や音

楽表現などの表現活動は、子どもの興味や関心を踏ま

え各クラスの指導計画に反映させる取り組みなどに

もつなげています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


